


天然モルデナイト（福島県板見鉱山産出）

白い部分がモルデナイトの単結晶

流紋岩の割れ目に長いもので約3cmの単結晶がある。

光学願微鏡観察から六角柱絹糸状結晶塊であることがわかる。

化学組成：（Ca，Na，K）6ペA17Si32080・佗H20

（提供：工業技術院物質工学工業技術研究所 水上富士夫）



（1） Vol．13 No．4（1996）

追悼 R．M．Barrer先生

豊橋技科大 名誉教授

去る9月先生が御逝去されました。高齢の上，ここ10年以来健康が

優れなかったが，最近元気を取り戻したらしいと思っていたので，が

っかりしました。今年のはじめにFaradayTr肌S・に長編の論文

（Mesopourousmembranes：thermo－OSmOSisandisothermal鮎ws

withandwithoutcapillarycondensation）を発表されたので，
『FaradayTrans・に先生の労作を見つけ，こんな大論文を書くはど元

を回復されたことを知り，大変嬉しいです。』とお祝いを述べ，私の最

近作のプレプリントを送りました。それに対する礼状に添えて，該論文

と最近のレビューの別刷りを送って下さいました。受け取ったのは8

月16日で，発信は8月6日でした。そして9月に亡くなるとは。

レビューは7thAnn・MeetlngOfNorthAmer・MembraneSoc・，

（May24，1995），BarrerSymp・での講演で，題名は“Recollection

高 石 哲 男
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ofsixty－year10Vea弛irwithmembranes・（J・MembraneSci・，1996，109，PP・1－19）’’。良い題ですね
え。学者たるものこういう題のレビューを書かなきゃ！最初の付け文は“Activateddifんsionthrough

si止caglass，′αe椚・馳c・，1934，378・”だから，正味60年間の研究です。そして国際科学協会は先生の名

を永久に伝えるため，Permeabilityの基本単位を“Ba汀er”と錆名した。ゼオライト研究会会員は Ba汀er

＝ZeO正也と思い込んでいるが，先生の研究の主軸はmembraneの中のガスのpermiationで，ゼオライト

はmembraneの1変種，1分野にすぎない。ゼオライトの研究が余りにも巨大なので，先生の全体像を忘れ

やすい。

10数年前JapanPrizeがmaterialsの分野に1件割り当てられることになった。早速Barrer先生を推薦し

些か運動したが，amOrPhoussolidの人に賞をさらわれた。当時amorphousso止dが科学ジャーナリズムで

華やかだったので，眩惑されたのであろう。基本単位に名を冠せられるのは，Dalton，Ohm，Faraday，

Debye，Langmui∫等に伍することである。その評価を出来なかったのは，情けない。JapanPrizeの格を

高める機を逸したと言える。

Barrer先生には色々親切にお世話頂いた。それら個人的な話は別の機会に譲り，今回は御冥福を衛祈りし

て筆を置きます。

合 掌
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《解 説≫

ゼオライト系吸着剤の排ガス処理′＼の通用

安武昭典，泉 順

三菱重工業株式会社

環境保護の観点から，従来より各種プロセス排ガスの処理が検討されている。この中でも硫黄化合物

は，公害源として除去の対象となると共に，各種化学原料としても有用である。

ここでは，発生量が多く，処理の研究が進んでいる硫化水素と二酸化硫黄を取り上げ，ゼオライト系

の吸着剤を使用する分離・除去，濃縮方法について筆者らの研究を主に例示し述べたい。

1．序

環境保護の観点から，各種プロセス排ガスの処理

が従来より検討されている。硫黄化合物の硫化水素

や二酸化硫黄も公害源として除去の対象となる1～B〉

が化学原料として重要な物質である。そのため除去

技術と併せて濃縮回収技術も必要となる。

これらの除去回収技術には，吸収液を使用する化

学吸収法が広く用いられているものの次に示す問題点

が残されている。1）吸収液の劣化に伴う液の補充，

2）使用済の廃液の処理，3）吸収液による材料の

腐食，等。そこでこれらのガスを濃縮する他の手段

として比較的高圧で吸着し，低圧で脱著させる圧力

スイング法（pSA法）の検討も重要となる。PSA法

は，2次公害がない乾式法であるため，操作法やメ

ンテナンスが容易となる。ここでは，硫化水素と二

酸化硫黄を対象として吸着剤の評価・選定を中心に

実施した。二酸化硫黄については，圧力・温度スイ

ング法についての検討も加えた。

2．硫化水素

2．1吸着剤の選定

2．1．1吸着剤評価装置及び評価条件

硫化水素用吸着時の評価には，図1に示す試験装

置を使用し，その議験条件は，表1に示した。図1
でカラムに吸着剤を10g充填し，バルブⅤ－1とⅤ－

2を開け，硫化水素を1vol多含むガスを入口ガス

量G。1JN／minの流量で流した。このときの出口

ガス流量をG‥硫化水素濃度をClとし計測した。

1分間吸着された後，バルブⅤ－1とⅤ－2を閉じ，

Ⅴ－3を開け真空ポンプでカラム内の圧力を減圧した．

10秒間で10Torrに達し，バルブⅤ－4を開け窒素

V－3

Pa＝1．28tM

G¢．Co 〉－1

標準ガスボンベ

ヒータ

Pd＝10Torr

N‡Gp

〉－4

小型カラム

圧力
コントロール

バルブ

∨－2

G2．C2

夫空ポンプ

図1小型カラム試験装置

表1 小型カラム試験評価条件

吸着圧力 1．05′Vl．2atm

脱着圧力 10Torr

パ ー ジ 率 180 ％

吸着温度 25′V500℃

ガ ス 流l 1βH／hin

入口ガス条件

ケース1 ケース2

H2S 1vol％ 1vol％

CO2 10vol％ 10vol％

N2 B81ance Balance

02 5vol％

吸着剤土 109

Gl．Cl

ガスを入れ向流パージを行った。圧力は，真空ポン

プの排気用量の調節で行っ・た。吸着圧力をpa，脱着

圧力をPdとした。パージガス量G，は，次式に示す

Skarstrom別に従った。

Cp＝斤・Go・号（パージ率糾1～1・4）
（1）

ここで，脱看ガス流量をC2，硫化水素濃度をC2

とした。硫化水素吸着剤としてシリカゲル，ペンタ
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シルゼオライト，r－アルミナを選んだ。各吸着剤の硫

化水素選択性の評価は，プロセス排ガスの一般的条

件である硫化水素一二酸化炭素一窒素系と硫化水素

一二酸化炭素一室素一酸素系で室温から400℃の温

度範囲で行った。

2．1．2 評 価

試験結果は，吸着温度と硫化水素の流下率の関係

として図2に示した。硫化水素一二酸化炭素一室素

系では，ペンタシルゼオライトとr－アルミナが良好な

結果を示した。100℃以上では，シリカゲルは，吸

着性能が低下する。硫化水素の選択性∫は，（2）式

0
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1
）
。
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†
盲

シリカケウレペンタカレゼオライト r－アルミナ
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吸着温度（℃）

図2 吸着温度と硫化水素流下率の関係

に示すとおり硫化水素と二酸化炭素の濃度の関係か

ら求められる。

∫
（C2，H2S／Co，H2S）

（C2，CO2／Cqco2）
（2）

図3に各吸着剤の吸着温度と硫化水素の選択性と

の関係を示した。ペンタシルゼオライトでは，二酸

化炭素の共吸着量が多いために選択性が低い。硫化

水素一二酸化炭素一室索一酸素系では，吸着温度が

上昇すると（3）式に示すklaus反応類似の現象が起

き硫化水素の分離操作に支障ができる

H2S＋書02→S＋H20
（
－
）
村
丁
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棟
肯
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r－アルミナ
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図3 吸着温度と硫化水素選択性
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写真1にKiaus反応類似の現象で吸着剤表面に単

体硫黄が析出した状態を電顛で観察した結果を示し

た。r－アルミナとシリカゲルは50℃，ペンタシルゼオ

ライトは100℃で単体硫黄の析出が認められる。ペ

除去ガスC．

PCV

V－11 〉－21

マスフローコントローラ

ば：C

MFC

肝C

H℡S

N2

CO2

入口

H乞SガスC●

フセワ

原料ガス

混合タンク

V－13

V－10 V－20

〉一12 V－22■

〉－33

H2S吸♯帯

‥Ok9／塔）

図4 ベンチスケール試験装置フロー図

表2 ベンチスケール試験条件

吸着圧力 1．05′Vl．5atm

脱着圧力 0．05′VO．38tm

パージ率 80′V150％

吸着温度 10′V50 ℃

入口ガス流l 3maM／h

入口ガス条件

H2S l′VlOvol％

CO2 10vol％

N2 Balance

50

（
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）
．
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＼
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飾
卜
握
躾
肯
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澤
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∧
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パージ率Rく－）

図5 パージ率と硫化水素硫化率の関係

ンタシルゼオライトで単体硫黄の析出が比較的阻害

されているのは，反応活性点となる水酸基が少ない

からと考えられる。十万，析出した硫黄は，220℃

以上で分解することから，熱処理による再生か，比

濃縮ガスC2

真空ポンプ

較的高い温度でのPSA操作により影響

を低減できると考えている。

2．2 ベンチスケール試験

2．2．1装置と試験条件

硫化水素の除去性能の評価に用いたベ

ンチスケール試験装置のフローシートを

図4に示した。また試験条件を表2に示

した。試験装置では，吸着剤を吸着塔当

たり10kg充填した。バルブⅤ－10，Ⅴ－

11を開け，1vol蕗の硫化水素を2．5m等N

／h導入した。2．5分間の吸着の後，バル

ブⅤ－12を開け真空ポンプで塔内の圧力

を減圧した。圧力が0．05～0．2atmに達し

たら，バルブⅤ一13を開け小型カラム試

験と同様に窒素ガスを向流にパージガス

として流すと可逆的に脱着再生できる。

2．2．2 結果と考察

図5に同一ガス条件でパージ率と硫化

水素の流下率との関係を示した。図6に

は同一ガス条件でパージ率と硫化水素の

濃縮率との関係を示した。入口濃度1vol魂で出口温

度50ppm以下と吸収法と同様の高い除去率を示し

た。パージ率を増加させると流下率は減少した。一

方，パージに使用した窒素は脱著した硫化水素を

希釈するためパージ率月は1．2に最適値がある。

Skarstrom別に従うパージガス流量G。で低流下

率を維持できる。脱着圧力が高くなるとパージガス

流量が増加し，脱看硫化水素が希釈され濃度が低下

する。脱着ガス流量を減少させ，高濃縮率を得るた

めには高真空条件が必要となる。
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図6 パージ率と硫化水素濃縮率の関係
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3．二酸化硫黄

3．1 吸着剤の選定

3．1．1吸着剤評価装置及び評価条件

吸着剤評価には硫化水素の評価で使用した小型カ

ラム評価装置と同様のものを用いた。SO21vol魂

（窒素バランス）の標準ガスは，吸着圧力1．1・atmに

て小型カラム（10¢，250／）に入口流量Go，1JN／

cycleで供給される。小型カラムには耐酸性吸着剤

のスクリーニング候補としてi）r－アルミナ，ii）

ペンタシルゼオライト，iii）シリカゲルが10g充填

された。

小型カラムで二酸化硫黄か吸着された後，カラム

出口流量Gl，二酸化硫黄濃度clが計測される．1．5

分の吸着に続いてカラムを真空ポンプを減圧に導い

て，10Torrに達すると減圧弁を介して窒素がパー

ジガスC。として供給される。このとき，パージ率

は（1）式と同様skarstrom別により定義される（4）

式にて斤＝1・8すなわち，C。23m／N／cycleとした。

また吸着圧力をPa，脱者圧力をPdとした。

Pd
Cp＝斤・Go・pa （4）

小型カラムは恒温槽内に設置されており，室温か

ら600てこの温度設定が可能である。1．5分吸着，1．5

分再生にてPSA操作を続けて出口二酸化硫黄濃度

Clが定常に達すると各点の物質収支測定を行った。

3，1．2 評 価

図7に評価吸着剤の二酸化硫黄流下率Cl／C。（」

の温度依存性を示す。

r－アルミナは室温から500℃迄の非常に広い温

度域で低い二酸化硫黄流下率を示す。これはr－ア

ルミナが二酸化硫黄の様な極性分子に対してA型，

Ⅹ型－ゼオライトに続く吸着力を有している為と思

われる。この為，二酸化硫黄の吸着はLangumuir

型の吸着を示し，変曲点を超えたとこ

ろに二酸化硫黄分圧がある場合，温度

の上昇に対しても二酸化硫黄吸着量が

それ程変化しない為であろう。

ペンタシルゼオライトは耐酸性吸着

割として期待されるが，非常にシリカ

／アルミナ比が高くこの為ゼオライト

吸着活性点となるアルミニウムが殆ど

無く，吸着力はアルミナに比し弱くなり

150℃以上の高温での使用は難しい。

しかし二酸化硫黄と酸素の共存下での

三酸化硫黄への転換（水分が共存する

前処理塔

Go．Co

（
1
）
。
U
＼
■
U
櫛
←
堪
≠
濱
］
、
滋
〓

0

シリカケうレ
ペンタシ／レゼオライト
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γ－ア／レミナ
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濃 度 （℃〉

留7 二酸化硫黄流下率の温度依存性

と硫酸が生成する）についての触媒能が非常に弱く

又前述の様に耐酸性に優れている為，吸着温度条件

を限定しての使用は可能と思われる。シリカゲルは

候補吸着剤中吸着力が最も弱く，r－アルミナ，ペン

タシルゼオライトに比較し適用に問題がある。

3．2 ベンチスケール試験

3．2．1試験装置と操作方法

本装置のフローシートを図8に示す。試験装置は

二酸化硫黄吸着塔を2段に設けたカスケード式の

PSA装置であり，第1段で原料ガス中の二酸化硫

黄を粗濃縮し，第2段で更に高濃度に濃縮する方法

を採用した。表3に装置仕様を示す。第1段吸着塔

では入口二酸化硫黄濃度が低い事からSkarstrom

式の塔後方からの二酸化硫黄フリーガスによる減圧

条件下での向流パージを行う。

第2段吸着塔では入口二酸化硫黄濃度が上昇して

いる為，製品二酸化硫黄濃度の向上には回収した二

酸化硫黄の山部を塔入口から並流に流下して残存す

る弱吸着成分である二酸化炭素，窒素を系外にパー

ジし，その後減圧に導いて回収する並流パージが有

効である。以上の装置及び操作方法でベンチスケー

ル試験を行った。

試験条件を表4に示す。
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岨2真空ポンプ

第2段PSA

図8 ベンチスケール試験装置フローシート
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表3 PSA一二酸化硫黄ベンチスケール

試験装置仕様

ゼオ ラ イト

項 目 仕 様

入口ガス処理量 1．4mきN／h

革

1

段

吸 着 剤
r－アルミナ又はペンタシルゼ
オライト

吸着創立 1，5k9／塔

吸着圧力 1．2atm

再生パージ圧力 10′V152Torr

吸着温度 25′V150℃

第

2

甲

吸 着 剤
r－アルミナ又はペンタシルゼ
オライト

吸着剤圭 1．Ok9／塔

吸着圧力 1．28tm

再生圧力 0．2at汀I

吸着温度 25℃

並流パージ率 80 ％

サイクルタイム 250sec

表4 試験条件

入口二酸化硫黄濃度 400ppm．1vol％．8vol％

入口ガス流l 3．¢mさH／旭1†・CYCle

パージガス圧力 0．1，0．15，0．28tm

パージガス流l 6．0．11．0．14．OmきN／ね1†・CYCle

吸着塔温度 常温．75，150℃

3．2．2 結果及び考察

図9に第1段pSAの再生パージ圧力と濃縮率の

関係を示すo Skarstrom別によるパージガス量G。

が（1）式により与えられるので二酸化硫黄吸着量

すso2，共吸着窒素量qN2の吸着比をβ＝ヴso2／qN2
とすると濃縮率C12／ClOは（5）式で与えられる。

C12／ClO＝

ClO〔1＋（1〃）・濃・号）〕
（5）

ここでαはパージ率斤。（5）式から判る様に吸着比

βが大きい程，パージ圧力が低い程高濃縮率が侍ら

れる。今回の試験では再生圧力を0．05atmから0．2

atmの問で変更したが（5）式に従い高真空となる程

濃縮率は上昇した。又流下率に関してSkarstrom別

に従ってパージ率を確保する限り再生は良好に進行

し出口の二酸化硫黄濃度は入口二酸化硫黄濃度の

10‾4程度が達成されている。

図10にパージ率と濃縮率の関係を図11に流下率
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図11パージ率と二酸化硫黄流下率
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入口二酸化硫黄濃度（％）

図12 入口二酸化硫黄濃度と二酸化硫黄濃縮率

の関係を示す。

Skarstrom別によるとパージ率は1．2程度とされ

るが今回の試験によるとパージ率1．3近傍で最大の

濃縮を与えた。又流下率についても10‾4への低減

については，1．3以上のパージの必要な事が判った。

図12に入口二酸化硫黄濃度と濃縮率の関係を示

すが，広い濃度域ではぼ十定の濃縮率が与えられて

おり，Skarstrom則が広い範囲で成立する事が確

認された。図13に第1段吸着塔の温度と濃縮率の
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図15 PSA－二酸化硫黄フローシート

関係を示す。小型カラム試験でr－アルミナが非常

に広い温度域で安定して二酸化硫黄を吸着する事が

予想されたが，ペンタシルゼオライトも150℃以下

では‘まぼ同程度の性能を示した。ベンチスケールに

よりこれらがはぼ検証される事となった。

第2段pSAについては回収された二酸化硫黄ガ

スG2台の中C24を並流パージガスとして吸着塔に掃

気して塔内に残留する二酸化炭素，窒素を系外にパ

ージした。

並流パージ率方はG24／G22で定義されている。

今画の試験では図14に示すように第2段pSAで

はパラメータ変更は行っていないが，吸着圧が1．2

atm，再生圧力0．1atm，パージ率80多にて所定の

濃縮率を得ている。

3．3 プロセス評価

ベンチスケール試験結果に基づいて硫酸製造装置

オフガスからの二酸化硫黄の回収の経済性を評価し

た。原料ガス中の二酸化硫黄濃度が1vol多からの2

段のカスケード濃縮による99vol多の二酸化硫黄を

製造する場合のフローシートを図15に，仕様を表

5に示す。1m3Nの二酸化硫黄を回収するのに0．89

kWh程度が予想され，これは従来の液化蒸留法に

C23＝ 99vol％

表5 大容量PSA一二酸化硫黄の仕様

第1投入ロ二酸化硫黄議度 1vol％

第1投出ロ二酸化硫黄濃度 100p叩

第1段回収二酸化硫黄濃度 40voユ％

第2繰回収二腰化硫黄濃度 99vol％

吸着圧力

第1段

1．05atm

第2投

1．05atm

合計0．89k州1／m3N

再生圧力 10 Torr 0．1atm

動力原単位 0．49kWh／m3N 0．4kWh／m3N

よる二酸化硫黄精製の1／2程度の原単位となる。

表5で判る様に40vol多程度の低濃度であれば第

1段のみで可能であり，1mBNの二酸化硫黄を回収

するのに大容量領域で0．49kWh／m3Nの電力消費

量と予想された。オフガス中の二酸化硫黄を回収し

て原料として使用する経済的条件は 0．5～1kWh／

m3Nの原単位と考えられるのでこれを今珂の評価は

満足する。但し原料ガス中二酸化硫黄濃度が低下す

ると図16に示す様に原単位が上昇してPSAは経済

性を失う。この場合には真空再生と熱再生法を併用

するPTSA法が有利となる。入口二酸化硫黄濃度が

0．5vol留以下ではTSAも又有望であるが，高温再

生時の二酸化硫黄の三酸化硫黄への酸化，吸着剤の

熱衝撃による劣化等の問題があり，消費電力も最小
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値を与えるPTSA法が有利となり今後の開発が期待

される。

4．ま とめ

ゼオライト系を含む無機系吸着剤を使用し物理吸

着法で硫化水素と二酸化硫黄の吸着除去・回収技術

の検討を実施し，次の結果を得た。

1）硫化水素についてr－アルミナとペンタシルゼ

（8）

オライトは良好な吸着特性を示すことが判った。

）

＼
】
ノ

2

3

二酸化硫黄についても同様の結果であった。

硫化水素の吸着でKlaus反応の抑制のためペ

ンタシルゼオライトの使用が望ましいが二酸化

炭素の共吸着の抑制が望まれる。

4）二酸化硫黄についても酸化反応の抑制及び耐

酸性の点からペンタシルゼオライトが有利であ

るがさらに吸着量の増加が望まれる。

最近の高比表面積素材の開発を含め本成果をベー

スとする除去・回収技術の発展が期待される。

引用文献

1）J・Izumi，T．Morimoto，H．Tsutaya，K．Afaki，ⅠVth
I皿tefIlational con鎚rence o皿 Fu皿damentals of

AdsorptioIl，1992

2）蔦谷博之，森本 敬，泉 順，荒木公一，東 勝，

八巻徹夫，平林 僑，硫酸協会第43回技術委員会，

1993

3）J・Izumi，T・Morimoto，H・Tsutaya，A．Yasutake，

K・血aki，AmericanInstituteofchemicalEn由neers，
1992ゝA皿nualMeeting，1ウ92

ApplicationofzeoliteAdsorbents払r工ⅩbaustGasTreatment

AkinoriYASUTAKEandJunIzuMI

MitsubishiHe祈yI皿dustries，Ltd・，TechnicalHeadquarters

NagasakiResearch＆DevelopmentcenterchemicalLaboratory

5－717－1，Fukahorトmachi，Nagasaki851－03，Japan

Treatment processes fbr various process exhaust gasesarebelnglnCreaSinglyconsidered
丘om the standpoint ofenv址onmentalpreseⅣation．Inparticular，Sulんrcompoundsarea

m勺Ortarget fbrremovdbecauseoftheirroleaspollutants，butarealsouseん1aschemical

rawmaterials．

Inthisreport，theauthorsconsiderhydrogensulGdeandsulんrdioxide，Whicharecommon－

1yproducedandthetreatmentofwhichiswell－reSearChed，Summar㍑1ngtheresultsofinvesti－

gationshtoseparation，remOVd，andconcentrationmethodswithzeoliteadsorbents・

Keywords：Adsorbent，HydrogensulGde，Sulんrdioxide，Gasremoval，Exhaustgas・



（9） Vol．13 No．4（1996） 141

《解 説≫

新しいビルダー

「∂型結品性層状ケイ酸ナトリウム」の機能

堅 田 満

へキストインダストリー（株）

世界中で，無機・有機の様々なビルダーが大量に消費されている。近年ではその大部分が4A型ゼオ

ライトで占められてきたが，4A型ゼオライトの改良や新しいゼオライト（P型）も検討されてきている。

数年前，さらに新しいケイ酸塩ビルダーが開発され，今春には日本市場に送り出されてきた。この結晶

性層状ケイ酸ナトリウム（∂型）は最も新しいケイ酸塩ビルダーの一つであり，ビルダーに要求される軟

水化効果，アルカリ化・緩衝効果，分散能などの多くの優れた性質を兼ね備えた多機能性ビルダーであ

る。さらに4A型ゼオライトにない水溶性という環境に優しい性質も有することから，結果的にこの

様な新しい多機能ケイ酸塩無しには所謂「超高密度洗剤」を市場に送り出すのは不可能であろう。

1．はじめに

世界の衣料用粉末合成洗剤（以下衣料用洗剤と略

す）には，いろいろな無機ビルダーや有機ビルダー

が長年使用されて釆ている。その中で，現在最も多

用されているのは，何といっても無機ビルダーの代

表格である4A型ゼオライトである。しかしながら，

最近になり，4A型ゼオライトの改良が提案された

り，よりイオン交換能の高いP型ゼオライトが紹介

されて釆ている1）。又，ケイ酸塩系の無機ビルダー

の開発が行われ，市場にも登場して釆ている。

本稿では，最近の衣料用洗剤の市場動向とケイ酸

塩系の無機ビルダーである「∂型結晶性層状ケイ酸

ナトリウム」の機能について解説する。

2．衣料用洗剤の市場動向

通産省鉄鋼化学統計調査室の資料によれば，昨年

（1995年度）の衣料用洗剤の絶版売量は約60万トン

となっている。この内，約58．2万トン（総販売量の

97．4多）が所謂無リン洗剤であり，有リン洗剤は約

1．5万トンにすぎない／。又，無リン洗剤の内，約53．6

万トン（無リン洗剤の92．0多）が所謂高密度のコンパ

クト洗剤である。

衣料用コンパクト洗剤は1987年に世界に先駆け

て日本で初登場している。その2年後には欧米でも

発売され，その後世界的に急激に普及してきている。

日本で最初の衣料用コンパクト洗剤は，それまでの

洗剤に比べて，嵩密度で約2．5倍，重量で約1．6倍と

なり，そのため使用容量が1／4にまで滅少出来たの

である2）。しかしながら，洗剤の標準使用量の違い

より，欧米のコンパクト率は異なっている。日本で

の衣料用コン′ヾクト洗剤の嵩比重は約0．8g／mlであ

り，標準使用量も25g（30リットルめ水に対し）で

あるが，欧州ではそれぞれ0．7g／mlと80g（15リッ

トルの水に対し）であり，米国では0．6g／mlと66g

（45リットルの水に対し）である3〉。

更に，日本では昨年春，各洗剤メーカーより標準

使用量を従来品に比ベ20藤減らした新しい衣料用コ

ンパクト洗剤（スーパーコンパクト洗剤と呼ばれる

こともある）が上梓された。この洗剤の標準使用量

は20gであり，今まで1．5kg（60回分）であった洗

剤の容器が，1．2kg（60回分）にまで縮小される事

になった。

驚く事に，その一年後の今春に，大手洗剤メーカ

ーニ社より標準使用量を更に25多減らした衣料用コ

ンパクト洗剤（スーパースーパーコンパクト洗剤と

呼はれることもある）が上梓された。この洗剤の標

準使用量は15gであり，その容器が更に縮小された。

これは，最近富みに話題となっている省資源化，省

エネルギー化に貢献するばかりでなく，環境保箆の

面からも大いに注目される傾向である。

この度重なるコンパクト化は，洗剤の新配合組成

の開発及び製造プロセスの改良により可能となった
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が2・3），特に多機能を示す新しい無機ビルダーの登

場が不可欠であった。その一つが，ケイ酸塩系の無

機ビルダーである「∂型の結晶性層状ケイ酸ナトリ

ウム」である。

3．∂型結晶性層状ケイ酸ナトリウム

3．1ケイ酸ナトリウムの種類

市販のケイ酸ナトリウムは，非結晶のものと結晶

性のものに分類される。非結晶ケイ酸ナトリウムの

分子式は，「般にNa20・椚SiO2・紹H20で表わされ

るが，通常椚の値は0．5～4．0である。中でも，最も

－一般的な形は水ガラスと呼ばれ，この場合椚は3．3

である。又，無水物があるが，水ガラスを噴露乾燥

する事により製造される。

一方，結晶性ケイ酸ナトリウムは，その構造に基

づき，陰イオンの形による分類に従って分類する事

か出来る4）。詳しく説明すると，Siに結合する酸

素の架橋酸素数（Si－0－Si）で分類でき，その架橋

数が4，3，2，1，0に対応して，それぞれQ4，Q3，Q2，

Ql，払ユニットに分類される。

4A型ゼオライト（Na20・A1203・2SiO2）は，Si

の一郎がAlに同型置換したテクトケイ酸塩構造を

持ち，Q。ユニットのみである。ジケイ酸ナトリウ

ム（Na20・2SiO2）はフイロケイ酸塩構造を持ちQ8

ユニットのみで，又，メタケイ酸ナトリウム（Na20・

SiO2）はイノケイ酸塩構造を持ち，架橋酸素数が

2．0～2．5であるから，Q2ユニットのみあるいはQ2

ユニットとQ3ユニットとから形成されている。こ

こで，Q2ユニットのみからなるシリケート，及び

QきユニットとQ3ユニットとからなるシリケートの

ように少なくともQ2ユニットからなるシリケート

は，鎖状構造であるといわれている。最近，鎖状構

造を有し，∬M20・ツSiO2・zM′0（但し，MはNa

及び／又はKを示し，M′はCa及び／又はMgを示

し，ツ／∬＝0．5～2．0，Z／∬＝0．005～1．0である）という

「般式で表わせる組成からなる合成無機ビルダーが

開発され，特許として最近登録されている古）。陰イ

オンの形による分類に従えば，イノケイ酸塩構造に

分類され，且つ，Q2ユニットのみあるいはQ2ユニ

ットとQ3ユニットとから形成される物質である。

一方，Q3ユニットのみからなるシリケートは層状

構造であるといわれており，両者は構造的に明確に

区別されている。

これらのケイ酸ナトリウムは，4A型ゼオライト

以上のイオン交換容量を有しながら，水に対する溶

解速度が早い為にその効力を少ししか活かす事が出

来ない6）。従って，水に溶解された後は水ガラスと

同じ特性を示す事より，その優れたアルカリ緩衡作

用や金属防錆作用のみが粉末洗剤の配合時に考慮さ

れているのみである。現在は，噴霧乾燥工程や乾県

造粒工程で4A型ゼオライトと混合する形で粉末洗

剤の製造に使用されている。

3．2 ∂型結晶性層状ケイ酸ナトリウム

層状ケイ酸ナトリウムのいくつかは，かなり以前

から知られていた。それは，天然鉱物のKenyaite，

Magadiite，Makatite，Natro－Silite，Kanemite

等である（掬1）。近年，ドイツの総合化学メーカー

であるへキスト社において，システマチックな研究

活動の結果，「般式NaMSi∬02が1リH20（ここに，

Mはナトリウムまたは水素を意味し，∬は1．9～4の

数であり，そしてッは0～20の数である）を有する

一連の結晶性層状ケイ酸ナトリウムの開発に成功し

ている7）。この中には，∬＝2であり，Na2Si205と

いう構造式を持つ結晶性層状ケイ酸ナトリウムが含

まれているが，その結晶形にα，β，r，∂型の4種

類がある。

粉末洗剤用ビルダーとしては，最もイオン交挽特

性の良い∂型の結晶性層状ケイ酸ナトリウム（製品

名：SKS－6（Schicht室iesel三aure／層状ケイ酸

の意味））が選定され，工業的に生産されるようにな

った（表1と表2）。∂型結晶性層状ケイ酸ナトリウ

ムは，まず水ガラスを噴霧乾燥する事により，非結

晶ケイ酸ナトリウムを製造し，次に600～800℃の

恥rnqrySyslemNQ20・SiO2－H20
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環境下で，結晶化する事により製造される。一見簡

単なプロセスの様であるが，如何に∂型結晶性層状

ケイ酸ナトリウムを効率良く製造するかという事が

重要であり，そこには数多くのノウハウが必要であ

る（図2）。その結晶構造は，二層の分子構造よりな

る（図3）。

3．3 ビルダーへの応用

3．3．1特 徴

ビルダーに要求される重要な機能は，次の通りで

ある。

（1）硬水軟水化作用（ca2十，Mg2＋などの除去）

（L2）分散作用（汚れの再付着防止）

（3）アルカリ緩衝作用

（4）金属腐蝕防止作用

洗浄工程において，先ず，洗浄水が∂型結晶性層

状ケイ酸ナトリウムの層構造の中に浸透し，次にイ

SKSSys†em

kyeredsili柑ねsfromHoe⊂hs†

5KSi5航eobbJ℃VJo血∩払r立んJcん魁e5e鮎ure
†小作d5JJc∫coc∫功

吋pe Composi血n 仙nerQl

1 NQ2Si22045・XH20 Kenyqi他

2 Nq2Si14029・XH20 州d9qdiiね

3 NQ25i＆01ア・XH20

4 NQ2Si409・XH20 仙kQ触

5 α－Nく】2Si205

d 8・N⊂】2Si205

ア β一NQ2Si205 Nq什osi馳

9 NQHS；205・H20

10 Nく】HSi205・3H20 Kqnemiね

11
γ－NQ2Si205

13 NqHSi205
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オン交換反応により，硬水成分であるCa2＋イオン，

Mg2＋イオンなどの多価陽イオンと構造中のNa＋イ

オンが置換する事になる。このイオン交換能は，ゼ

オライトと同等であるが，Mg2＋イオンに対しては，

∂型結晶性層状ケイ酸ナトリウ・ムの方が優れている。

ん 洗浄水のアルカリ性が高いはど，効果がある

（図4）。

イオン置換された後，洗濯中及びpHlO前後の環

境下に於いては，結晶構造中にイオン交換された

Ca2＋イオン及びMg2十イオンを含んだ∂型結晶性層

状ケイ酸ナトリウムとして大半が未溶解のまま存在

する。次いで，次第に溶解が始まるが，∂型結晶性

層状ケイ酸ナトリウムは，非常に規則正しい無機結

晶構造を持ち，それ由この溶解は非常に緩やかであ

る。これは，洗浄水が硬水の場合には，特に顕著で

ある。又，洗浄水の温度が高い場合はど溶解が早

いち9〉（図5）。この溶解により，洗浄水がアルカリ

化される事になる。その後のすすぎ中や排水中にお

いては，洗浄水が希釈されpH値が下がり，それに

よりCa2＋イオン及びMg2十イオンを含んだ∂型結晶

性層状ケイ酸ナトリウムは加水分解により不安定に

なり，ついでそれらのイオンを徐々に解離し，最終

ProduくIionofSKS・d

Wd†er－91qsssoIu†ion

中和γdγ柏

Amorphousdisilico†e

Gγね〃血血no†dOO－βα）OC

SKS－d
（8－No2Si205）

Powder

表2 SKS－6の品質規格

プ
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項 目＿ 単 位 SKS－6粉末 SKS－6顆粒 試験方法等

外 観 白色粉末 白色顆粒 呂 視

白色度（L） ≧90 ≧88 八ンター白度

かさ密度 g／1 500土柑0 850±100 」lS一法準拠・

PH値・ 11．7±0こ3 1、≡＿1・i7±O13．■；ニー
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中心粒子径 〃m二 100±50 600±200 振動ふるい使用



144 ゼオ ラ イ ト

図3 ∂型結晶性層状ケイ酸ナトリウムの結晶構造モデル
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的には水中で全て溶解する10〉。従って，下水道や湖

水及び河川での堆積物を減らし，汚水処理場のへド

ロの量を増やさない，まさに「環境に優しいビルダ

ー」と言えるのである。

（12）
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図 6

∂型結晶性層状ケイ酸ナトリウムは，イオン交換

能に優れているばかりでなく，衣料用洗剤の配合に

不可欠であるアルカリ性付与作用及びアルカリ緩衝

作用を併せ持っている（図6）。又，非結晶ケイ酸ナ

トリウムと同様に，金属腐蝕防止作用を併せ持って

いる9〉。

又，最近噴霧乾燥装置を全く使用せずに，乾燥混

合により衣料用洗剤を製造するというプロセスが話

題を集めてきている。簡単に言うと，界面活性剤等

の液状成分を粉体に吸収させ乍ら，造粒するという

方法である。そのためには，液状成分の吸収能力が

高い物質が必要となる。∂型結晶性層状ケイ酸ナト

リウムは，この点でも優れている。ちなみに，∂型

結晶性層状ケイ酸ナトリウムの粉末品は，A型ゼオ
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図7 SKS－6の界面活性剤吸収能

ライトの約3倍のノニオン界面活性剤を吸収する事

が出来る9）（図7）。

まさに，∂型結晶性層状ケイ酸ナトリウムは多機

能のビルダーであると言える。つまり，その他のビ

ルダーの添加量を減らす事が出来ると言う事は，最

新の衣料用コンパクト洗剤を製造する為に最適の物

質であると考えられている。

4．おわりに

日本の衣料用洗剤の技術革新は，1980年代の無

リン化に始まり，1987年のコンパクト化，1995年

及び1996年の更なるコンパクト化と絶えず世界の

最先端で行われて釆ている。又，この技術が，今後

そのまま，東南アジア各国をはじめ，世界各国に広

がっていく可能性は，否定出来ないところである。

その為にも，さらに環境に優しくしかも省資源化な

どの付加価値のある新しい衣料用洗剤が日本で引き

続き研究開発される必要があるのではないかと考え

る。その要望に応える為には，ビルダーだけではな

く，界面活性剤及びその他の添加割についても研究

開発される必要があり，又，製造プロセスの見直し

をも含めた，全体的な技術革新が行われる必要があ

ると考える。
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tolaunchthe‖supersupercompactdetergents＝withoutthesenewmu払払nctionalsilicates・

AlthoughthelayeredSilicateswereknownmanydecadeago，Syntheticonesweredeveloped
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“14員環の大細孔径をもつ

シリカ・ゼオライトUTD－1の登場”

（千代田化工）中田 真
一

1．はじめに

これまで報告された，アルミノシリケート・ゼオ

ライトでのpore openingの最大は12員環（細孔を

形作るSiまたはAlの数が12個）である。一方，ゼ

オライト構造をもつアルミノホスフェート・モレキ

ュラシーブでは14～20員環をもつ物質が報告され

ている。しかしアルミノホスフェート系は，その化

学組成に起因して水熱安定性などに弱く，実用的な

耐久性において課題があるとされている。

先頃，カリフォルニア工科大学のFreyhardt，M．

E．Davisら，およびテキサス（グラス）大学のBalkus

Jr．らは高シリカから成り14員環のpore opening

を有するゼオライトの合成に成功し，話題を呼んで

いる1）．

2．UTD－1の構造と特徴

UTD－1と名付けられたこの新しいゼオライトは，

Fig．2に示すⅩRDパターンを与え，その基本構造は

5，∝和

M

㈹

伽

㈹

4

3

ウ叫

倉
s
u
¢
宇
点
聖
篭
l
¢
U

10Å 7．5Å

1

147

Fig・1Skeletalstructureoforganometal払c一

転eeUTD－1（pure血椚αPOlymorph）

Experim8nlal

1

Si汀Mlat●d（血u托¢d〉

Simulated（伽polymorph〉

l l I l l

10 15 20 2き

2∂〈de9re8S）

Fig・2 Exper血entalands血ulatedXRD

patternsoforganometallic一丘eeuTD－1・



148 ゼオライト （16）

Fig．1に示される（斜線部がunitcell）1）。UTD－1

は有機金属化合物としてのbis－（pentamethyl－

cyclopentadienyl）－CObalt（皿）の水酸化物（Cp2

CoOH）をテンプレートとして合成される。大細孔

径にもかかわらず，熱安定性は高いとされ，1，000℃

までⅩRDで結晶性が保持される。それは，3，000Pa

の水蒸気を含む窒素雰囲気下でも同様としている。

3．利用技術の可能性

Alを含むUTD－1は，従来の高シリカ・ゼオライ

トと比して，より強いBr6nsted酸性を示すといわ

れている。AlのほかにTi，B，Ⅴ，Znなどの骨格へ

の導入を施し，触媒反応も試みられている。例えば

T卜UTD－1をアルカリやオレフインのH202ない

し卜BHPによる酸化反応に用いた報告がある2）。

UTD－1は細孔が大きいことから，重質油分解のよ

うな高分子量の炭化水素反応の触媒としての可能性

もうたっている。

また触媒のみならず，大きな分子が対象となる吸

着割としてもその利用が期待されている。

このUTD－1の出現の例に見るように，新しいゼ

オライトをつくる試みは依然活発に行われており，

類縁体やメソポーラスまで含めるとまだまだ新しい

物質が出てきそうである。しかし，ただ新しければ

よいというものではなく，利用技術が念頭に置かれ，

その巧みなコンビネーションが具現化して初めて価

値有るものとなるだろう。
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第11回国際ゼオライト会議参加報告

北陸先端科学技術大学院大学材料科学研究科 佐野庸治

11thInternationalzeoliteConf盲rence（第11回

国際ゼオライト会議）がTheInternationalzeolite

Association（IZA：国際ゼオライト協会）の主催で

8月12日から17日の6日間韓国ソウルで開催され

た。1986年の東京（第7回）についでアジアでは2

回目の開催になる。会議の参加者は参加者名簿によ

れば32ケ国，432名であった。極東での開催，ある

いは約1ケ月前に国際触媒会議が米国で開催された

ためか前回の会議（ドイツ）に比べると若干参加者は

少なかったが，日本からは隣国のせいか90名近い参

加者があった。会場となったロッテホテルはソウル

でも超高級にランクされるホテルであり快適そのも

のであった（小生にはすこし冷房のききすぎ）。会

議の概要は地元の新聞「The Korea Economic

Weekly」に4面にもわたり紹介されていた。

発表は特別講演5件，口頭発表110件，ポスター

発表304件（FullPapers：165件，RecentProgress

Reports：139件）であった。乾 智行教授（京大）に

よる特別講演は「HighPotentialofNovelzeolitic

Materials ascatalysts払rsolvingEnergyand

EnvironmentalProblems」のタイトルで行われた。

口頭発表は，合成，構造，吸着，触媒，膜等のセッ

ションに分かれて3つの会場で並行して行われた。

モントリオール（第9回）でのMCM－41合成のような

センセーショナルな発表はなかったが，触媒やメソ

ポーラスマテリアルに関しては多くの基礎的な研究

成果の発表があった。雑誌「Nature」に既に報告

されていたが14員酸素環からなる新規なゼオライト

UTD－1に関する発表はやはり注目を集めていた。

既にUTD－12までネーミングされており，米国のゼ

オライト合成に関する底力を痛切に感じた。また，

私事で恐縮であるが膜に関する発表が前回より急激

に増え，新しいセッションとして既に認知されてい

たことには驚いた。

エクスカーションは韓国民族村の見学と遊覧船で

の会食であった。民族村には200棟を越える民家が

王朝時代そのままに立ち並べられているが，著さが

厳しかったせいもあるが，古い日本の民家とあまり

変らずそれはど興味をもてなかったのは私だけであ

149

会場のロッテホテル

IZA総会

OpeningCeremonyの前の古典演奏
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乾先生によるPlenaryLecture 八嶋先生のOralPresentation

ったのだろうか。会議のハイライトでもあるバンケ

ットはフランス料理であり，連日の韓国料理（キム

チ？）とハングル文字（英語が併記してあるとふりが

なに思えた）に少しまいっていた私にとっては大変

ありがたかった。アルコールが少なかったわりには

伝統民族舞踊と音楽で会場は盛り上がっていたよう

である。

会期中に行われたIZA総会では，会計報告，各委

員会（構造，合成，触媒）の活動報告，Breck賞（M．

M．J．Treacy博士）とIZA賞（H・G・Karge博士）

（18）

バンケットでの乾杯

の授与，次回の開催地の紹介が行われた。引き続い

て行われた役員の選挙では，日本からは今回で退任

される小野嘉夫教授（東工大）に代わって八嶋建明教

授（東工大）が選出された。次回の第12回国際ゼオ

ライト会議は，1998年7月5日から10日の日程で米

国ボルティモアで開催される予定である。また，次

回以降会議は3年おきに開催されることになり，次

々回2001年はフランスモンペリエ（7月8日から13日）

で開催されることとなった。

レポート「SummerSchoolonZeolitq

株式会社豊田中央研究所 稲垣伸二

11thInternationalzeoliteConf盲rence（IZC）の

pre－COnf盲renceとしてサマースクールがソウルから

電車で1時間40分のところにある大田（テジョン）

で開催された。サマースクールは，もともとゼオラ

イト科学への入門的な位置づけで開催されていた

（8th＆9thIZCsummerschool）が，前回のサマー

スクール（10thIZCsummerschool）からは，ゼオ

ライトの科学と応用の先端を学ぶと言う位置づけに

変わった。講義も各分野の最先端で活躍する講師が

選ばれ，過去10年から最近にわたるゼオライトにお

ける重要な発見と進歩を総括的にまとめ，更に将来

への発展方向の予測も含める形で行われた。以下に

12人の講師の名前と講義のテーマ（筆者が略した）

を列挙する。

Prof．A．

Prof．s．

Prof．s．

Howe，

Prof．M．

Sayari，PeriodicMesoporousMaterials；

L．Suib，OctahedralMolecularsieves；

Lee，Organic Zeolites；Pro仁R・F・

SpectroscopIC Characterization；

St6cker，Solid－State NMR；Prof．s．

Kali瑠uine，ⅩPS；Dr・J・M・Newsam，Compu－

tationalTechniques；Prof・K・Sef仁Channels

and Caセities ofzeolltes；Prof．T．Bein，Con－
ducting Polymerin Zeolites；Pro仁 c・T・

0，Connor，PetrochemicalApplications；Pro仁
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参加者全員の記念写真（会場の裏手）

S・Feast，Fine ChemicalApplications；Pro亡

M．J．den Exter，Zeolite－based Memberanes；

Pro亡H・S・Sherry，ModiGcation ofzeolites；

Dr・M・Bulow，AdsorptlOnandDi払sion

スクールは，韓国企業の三星海上火災保険会社の

大変立派な研修センターで3日間にわたって行われ

た。約100名の参加者はすべて寮に宿泊し．寝食を

共にした。スクールの1日を紹介する。朝食を終え，

8：00から講義が始まる。午前に3件の講義が行わ

れ昼食となる。昼食後15：30頃までバスで近くの施

設（LGInstitute，KAIST，万博会場）の見学を行

う。それから夕食まで，2～3件の講義が行われる。

ある日は夕食後から更に21：00過ぎまで講義があっ

た。講義が終わった後は寝室でテキストに目を通し

就寝した。会場の内外にはアルコール類は販売され

ておらず，勉強に専念できる環境が整えられていた。

3日目の午後にはエキスカーションとして，高麗

王朝時代の都（扶余，公州）を訪問し，最後に韓国の

最高のお持て成し料理である韓定食を楽しみ，本会

議の開催されるソウルヘと向かった。

スケジュールは少しハードであったが，大変充実

した3日間を過どすことができた。ゼオライトの最

先端で今何が話題になっているかを知りたい方には

大変いい勉強になると思う。

ポストシンポジウム（Ⅰ血ernationalSymposium

onCatalysis：Post－ConferenceofIZC）
東京工業大学理学部 八嶋建明

標記シンポジウムが，第11回ゼオライト国際会議

（11thIZC）の開催された翌週8月19，20日の両日

慶州の市街からは離れたリゾートホテルであるホテ

ルコンコルドで開かれた。このシンポジウムは毎回

IZCで行われていた天然ゼオライトの鉱床見学の

field tripの替わりに行われたものであるとの説明

が，11thIZCの組織委員長Hakze Chon教授から

なされた。field tripは観光とは無縁の田舎が見ら

れるため毎回楽しみにしていたので，この点では大

変残念であった。
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本シンポジウムの参加者は全部で約80名（写真参

照）で，そのうちの半数は近くのPohang理工大学

の学生を中心とした若い人たちで占められていた。

日本からの参加者は，特別講演者の御園生先生（東

大・工）と依頼講演者の乾先生（京大・工）それに私

の他には，あと2人だけであったと思う。同じ時期

に慶州周辺に釆ていた方たちは多分他にもかなりい

らっしゃったのではないかと思うが，何しろ豊富な

歴史的遺産に恵まれた景勝の地であるので，観光に

忙しかったものと思われる。講演数は，特別講演2

件，招待講演3件，依頼講演を含め口頭発表11件

（内韓国から6件）であった。初日の昼過ぎから2日

目の午後早くに終了といったスケジュールで，発表

件数は少なかったが密度の濃いシンポジウムであっ

た。特に“環境保全へのゼオライト触媒の応用’’を

打ち出していたので，NO∬関連の発表が多く，興味

ある内容で大いに勉強させていただいた。ここでの

発表内容はCatalysis Todayに論文として掲載され

るとのことで，原稿を準備していなかった私には，

9月中句までに原稿提出という宿題を課せられた。

また2編の論文の審査を2日目の朝頼まれたのには

驚かされた。

シンポジウム終了後，乾先生と仏国寺に参拝し，

案内してくれた日本語を話す娘さんに連れられて，

仏国寺とは国道で分断されてしまったため，ややさ

びれてしまった感じの“みやげもの屋”さんに入り，

小さな舌磁の花瓶を買った。買い物好きの乾先生も

もちろんおみやげをお買い上げになったので，案内

料としては十分ではなかったかと思われる。ホテル

に帰ってみると，次の大きな集会が始まっていて，

何と隣のホテルも含め全てのレストランが占領され

ていた。そこで乾先生と外の韓式食堂へ出かけ，手

まねを交えた会話の末，ブルコギ（その他いろいろ

と出てきたので多分“定食’’）とビールを楽しむこと

ができた。韓国最後の夜は，はとんどの関係者が帰

ってしまい，カラオケルームも他の団体に占領され

ていたため，心ならずも朝手渡された論文の審査で

無事更けていった。

INTERNATIONALSYMPOSIUMONCATALYSIS August19－20，1996Kyon釘u，KOREA
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報告：ゼオライトフォーラム

ーゼオライトを用いるケミカルズの合成技術－

本年度のゼオライトフォーラムが10月18日に倉

敷市のホテル・アイビースクウェアーで開催されま

した。開催日が日本化学会及び触媒討論会の一週問

後ということもあり，人が集まるか心配されました

が，40名の予定数に近い37名の参加がありました。

但し．内訳は大学3名，企業34名と圧倒的に企業

が多く，おそらく今回の講演内容が工業化技術に片

寄っていたためと思われます。

講演は5人の先生に一件あたり約1時間（講演，

質疑応答含めて）でお願いしました。

最初に名古屋大学の泉有亮先生に「粘土の反応場

特性を活かす有機合成」という題で講演して頂きま

した。こ、講演では，ゼオライトにはないルイス酸と

しての粘土鉱物の特性や最新のポルフイリン合成の

お話があり，ファインケミカルズへの固体触媒の適

用の可能性を示す大変興味深い内容でした。

広栄化学の清水信吾先生には，「ZSM－5ゼオラ

イト触媒によるピリジン塩基類合成」という題で講

演して頂きました。ご講演では，工業化において最

も重要な課題である触媒劣化と再生についてのお話

があり，アルコール共存系での酸化再生について多

くの質問がありました。

東レの岩山一由先生には，「芳香族塩素化物の異

性化技術の開発」という題で講演して頂きました。

ここでも工業化の決め手となった触媒の劣化抑制に

関するお話があり，劣化原因物質の同定とその回避

策についての大変興味深い内容でした。

その後休憩をはさんで，住友化学の佐藤洋先生に

「ペンタシルゼオライトの酸性質制御と触媒作用」

という題で講演して頂きました。ど講演ではシメン

の選択的脱アルキルと気相ベックマン転位に関して，

ゼオライトの固体酸以外の塩基及び中性シラノール

の触媒機能に関する興味深い内容のお話がありまし

た。特にベックマン転位の活性点及び反応機構に関

して活発な議論がされました。

最後に私が「ハイシリカゼオライトを用いる水溶

液系でのケミカルズの合成」という題で，シクロへ

キセンの水和，トリオキサン合成，シクロへキサジ

エン合成の三つの反応系を例にあげて，水溶液中で
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旭化成工業（株） 石田 浩

のゼオライトの活性点及びプロセス技術に関してお

話しました。

今回フォーラムの内容で感じたことは，ゼオライ

トや粘土鉱物を用いるケミカルズの合成においては，

活性点が何であるのか，又，劣化についても劣化原

因物質はどのような物なのかということを明らかに

することが非常に大切であり，そのためのモデル実

験や解析的なアプローチが必要であるということで

した。

講演会終了後，懇親会を開きました。こちらの方

にも約30名の参加があり，アイビースクウェアー

の美味しい料理と酒を片手にディスカッションに花

が咲き，大いに盛り上がりました。特に企業の方が

多かったこともあり，触媒劣化やプロセスに関する

意見交換があちこちで見られたのが印象的でした。

結局，懇親会の盛り上がりはその後の二次会，三次

会まで続き，参加者は大いに親睦を深めました。

今回のフォーラムは，私にとって初めての企画で

したが，反省点としてケミカルズの合成に絞って，

しかも工業化技術が中心となったため，参加者が片

寄ってしまったこと，特に大学関係の方が参加し難

かったことと倉敷の観光地（しかも美観地区の中心）

のホテルでの開催のために参加費が高くなったこと

が挙げられます。今後の企画に活かしたいと思いま

す。

最後にお忙しい中，講演をして頂きました講師の

先生方に感謝致します。
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ゼオライト （22）

Pd／H－Betaゼオライト上でのn－ヘプタン異性化

のメカニズム

Mechanisms of HeptaneIsomer辻ation on

BifunctlondPd／H－BetaZeolites

E．Blomsma，J．A．Martensand p．A・Jacobs，

′CbJαJ．，159，323－331（1996）・

Pdの担持量を変化させた（0．1～1．Owt多）Pd／H－

Betaゼオライトを用いてへプタンの異性化（および

クラッキング）を行い反応機構を検討した研究。イ

ソへプタンは，二つの機構（monomolecular，b卜

molecular）で生成し，bimolecularな機構は，触

媒のPd担持量（水素化一脱水素化能）の増加および

酸点の被竜によってその寄与が滅少する。しかし常

にこの両方の機構が進行している。Monomolecular

な機構ではへプタンの異性体はすべて生成する。酸

点上で進行するbimolecularな機構では，2一メチ

ルおよび3－メチルーヘキサン，2，3－および2，4－

ジメチルペンタンが生成する。この機構では2－メ

チルへキサンの選択性が上昇するが，これはC14中

間体のゼオライト細孔内での遷移状態の形状選択性

によるとしている。また，この反応は水素に対して

負の次数（約－0．5次）を示した。 （宍戸哲也）

Ti－，A1一架橋粘土化合物によるクメンの分解

CatalyticActivityofTi－andAl－PdlaredMont－

mori皿oniteandBeidellitefbrcumenecracking

andHydrocracking
R・Swarnaker，K・B・Brandt，andR・A・Kydd，

dβ〆α′αJ・dリ142，61－7（1996）・

Mg架橋型の原料から調製したTi－およびAl－架

橋montmorilloniteとbeidelliteを用いてクメンの

分解を行ったところbeidelliteが高活性を示した。

Alはアルミニウムクロライド，Tiはチタニウムテ

トラエトキシドを前馬区体として導入した。ⅩRDから

Ti－beidelliteがTi－mOntmOrilloniteよりも，また

Al一粘土化合物よりも熱安定性が高いことが示され

た。Al－beidelliteが最も活性が高く，次いでT卜

beidelliteであった。ベンゼンへの選択性はA卜粘

度化合物で高く，Ti一粘土化合物では他に脱水素生

産物であるα－メチルスレンが生成した。粘土化合

物自体も選択性の違いが観測された。Beidelliteは

導入されたイオンの種類によらずベンゼンの選択性

が高いが，mOntmOlliniteはイオンの影響が大きい

（Alではベンゼンの選択性が高くTi－，Mg－で低い）。

Beidelliteは表面の酸性度が高く結晶性が悪いため

に活性，選択性が高くなったと推測している。

（宍戸哲也）
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サテライトセミナー

「メソポーラスマテリアル」

主 催：文部省重点領域研究「特殊反応場の触媒化

学」総括班，ゼオライト研究会

協 賛：日本化学会関東支部，触媒学会，日本粘土

学会，日本セラミックス協会，石油学会，

化学工学会などを予定

日 時：平成9年7月4日（金）9：30－17：00

会 場：東京大学本郷キャンパス 山上会館

参加費：3，000円（学生1，000円）当日会場で申し受

けます。

懇親会費：4，000円

参加申込：平成9年6月25日（水）までに，FAXま

たはE－mailで懇親会参加の有無を含め下記宛お

申し込みください。なお，参加者は先着100名ま

でとさせていただきますので，お早めにお申し込

みください。なお，FAXでのお申し込みについ

ては，定員超過のため参加をお断りする場合を除

いて，受理のど連格はいたしません。

難波征太郎 帝京科学大学理工学部物質工学科

FAX：0554－63－4431

E－mail：namba＠ntu．ac．jp

世話人（問い合わせ先）：黒田一事（早稲田大学理工

学部応用化学科TEL：03－5286－3199），辰巳 敬

（東京大学工学部総合試験所TEL：03－3812－2111

内線7705），難波征太郎（帝京科学大学理工学郡

物質工学科TEL：0544－63－4411内線2543）

1）9：30～9：35

あいさつ 難波征太郎（帝京科大）

2）9：35～10：35

黒田一幸（早大理工）

メソポーラスマテリアルの合成一現状と今後

の課題

3）10：35～11：20

町田正人（宮崎大工）

多孔性アルミナ材料の開発と応用

4）11：20～12：05

小川 誠（早大教育・新技団さきがけ21）

シリカ界面活性剤複合体フィルムの合成と

多孔体化

（12：05－13：05 昼食）

5）13：05～13：50

寺崎 治（東北大理）

メソポーラスモレキュラーシーブの構造：

電子顕微鏡の観察を中心にして

6）13：50－14：35

稲垣伸二（豊田中研）

メソポーラスシリカの吸着特性と応用

（14：35～14：45 休憩）

7）14：45～15：30

辰巳 敬（東大工）

メソポーラスメタロシリケートの合成と触媒

特性

8）15：30～16：15

丹羽 篤（東大総合文化）

有機合成から見たナノメディアの魅力

9）16：15～17：00

丹羽 幹（鳥取大工）

Al－MCM－41の合成と固体酸触媒特性

懇親会 山上会館にて17：30－19：30

「吸着技術」講演会

『最近の吸着技術の進歩

一特に環境問題に関連して－』

吸着技術は，技術水準の高度化に伴い近年益々重

要となってきております。そこでこの方面の最新の

研究成果と技術を環境保全関連の事項を中心に解説

して戴くため，下記の通り講演会を企画しました。

どうぞ奮ってご参加下さい。

主 催：分離技術懇和会

協 賛：日本ゼオライト学会ほか

日 時：1996年12月3日（火）

場 所：明治大学大学会館6階会議室

（JR中央線お茶の水駅下車，水道橋寄り改札口を

出て信号を渡り左へ行き，次の信号を越えた後，

三つ目の茶色の高層ビル）

内 容：メインテーマ

「最近の吸着技術の進歩一特に環境問題に関連し

て－」
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（1）10：00～10：40

吸着技術の最近の話題

明治大学理工学部 竹内 薙氏

（2）10：40～11：20

溶剤蒸気の回収・除去の最近の動向

東洋紡績（株）AC事業部 松本賢一氏

（3）11：20～12：00

最近のガス分離・精製技術の動向

日本酸素（株）川井雅人氏

（4）1：00～2：20

吸着技術を利用した水の高度処理の現状

（Ⅰ）生物（膜担持）活性炭を用いた各種の水

の処理

広島大学工学部 岡田光正氏

（打）オゾン・活性炭処理技術の現状と将来

展望

（株）荏原製作所上水道事業部

本橋 寛氏

（5）2：30～4：30

新しい吸着割とその利用

ハイシリカゼオライト

東ソー（株）浅野精一氏

薬品添著活性炭

武田薬品工業（株）糸賀 清氏

合成高分子系吸着剤

三菱化学（株）渡辺純哉氏

（6）質疑応答

参加費：10，000円（会員），5，000円（学生），

15，000円（非会員）

問合せ先：分離技術懇話会事務局

〒151東京都渋谷区千駄ヶ谷4－5－9

Tel．03－3404－6468，FaxO3－3405－9769

NAIR WORKSHOP’97

0N CLUSTER SCほNCE

開催のお知らせ

主 催：通商産業省工業技術院

産業技術融合領域研究所

第3回「クラスターサイエンス融合研ワークショ

ップ（NAIRWORKSIのP’970N
CLUSTER SC卜

ENCE）」が，下記の日程・会場で開催されます。こ

のワークショップでは，「分子クラスターの構造と

挙動」および「ゼオライト等に安定化されたクラス

ターの物性」を主題としており，気柏・液相・固相

におけるクラスターに関する，国内外からの30余の

招待講演を予定しています。

取り扱われるテーマは，分子クラスターに関する

（1）マイクロ波フーリエ変換分光から紫外線REMPI

分光に至る諸分光法による実験的研究，

（2）質量分析法，X線粒子線回折法，電子顕微鏡

などを用いた実験的研究，

（3）分子動力学・分子軌道法計算を用いた理論的

研究

です。

現在までに講演のど承諾をいただいております海

外の研究者は，以下の通りです。

G．Scoles教授（米・Princeton大学）

M．A．Johnson教授（米・Yale大学）

岡 武史教授（米・Chicago大学）

D・Wales教授（英・Cambridge大学）

R・Ludwig教授（独・

P．Melinon教授（仏

Ⅴ．Ramamurthy教授

P．Felker教授（米・

Dortmund大学）

・Lyon大学）

（米・Tulane大学）

UCLA）

R・J・Saykally教授（米・t忙Berkeley）

T．Leisner教授（独・Berlin自由大学）

M・K血ckelbein教授（米・Argonne国立研）

G．Torchet教授（仏・Pads南大学）

興味をお持ちの方はふるってど参集下さい。

日 程：1997年3月11日－13日

会 場：工業技術院筑波研究センター 共用講堂

参加費：無料

懇親会：12日夜の予定

交 通：

。東京駅八重洲南口より高速バス「つくばセンター」

行きで約1時間，「並木大橋」バス停（常磐高速

道を出て最初の停留所）下車，徒歩15分。

。上野駅より常磐線で約1時間「荒川沖」駅下車，

「筑波大学中央」行バスに乗り換えて約15分「並

木2丁目」バス停（工業技術院筑波研究センター

正門前）下車，徒歩5分。

連絡先：〒305つくば市東ト1－4

産業技術融合領域研究所

クラスターサイエンスグループ

ワーショップ運営委員会（山田耕一）

TEL：0298－54－2541 FAX二0298－54－2549

E－mail：kyamada＠naオ．go．jp
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研究奨励金交付対象研究計画の

募集について

社摺法人 新化学発展協会

研究課題の説明および応募要項等の詳細は，協会

事務局までお問い合せ下さい。

1．研究課題：〈触媒化学分野〉①環境調和型プロ

セス構築のための高度にデザインされた機能複合

型固体・錯体触媒に関する研究 〈コンピュータ

ケミストリー分野〉②超微粒子，クラスターの物性

解析シミュレーションに関する研究 〈新素材技

術分野〉③ゾルーゲル法を用いた有機・無機ハイ
ブリッド化プロセスによる新規機能性材料の創製

に関する研究 〈電子素材技術分野〉④超高密度

デバイスを可能とする材料に関する基礎的研究

⑤次世代高密度・高速光記録に関する基礎的研究

〈ライフサイエンス分野〉⑥機能性物質の創製を

めざした，生体高分子の高次構造レベルでの構造

認識機構と機能の解明に関する研究 く地球環境

関連分野〉⑦酵素・微生物・生体ハイブッドを用

いた既存化学品製造のための新しい反応プロセス

に関する研究

2．応募資格：大学またはこれに準ずる研究機関に

おいて研究活動に従事し，39歳以下（昭和32年

4月1日以降に出生）の者

3．件数および金額：原則として各課題1件とし，

それぞれに150万円を交付

4．条 件二1－2年以内の協会の研究会などでの

研究成果報告

5．応募の締切：平成9年3月3日（月）

6．交付の時期：平成9年6月（予定）

7．応募および問い合わせ先：〒101東京都千代田

区神田駿河台ト5（化学会館4階）

TELO3－3294－8031FAXO3－3294－8034

社団法人 新化学発展協会 研究奨励金係

12th
lnternational

Zeo＝teConference

Ba帽more，MD

July5・10，1998

F】RSTCIRCULAR

Invitation

The12thIZC Organizlng Committee
and theIZA

extend acordialinvitation toparticIPatein the12th

IntermationalZeoliteCon托rencewhichwilltakeplace

atthe HyattRegency Hotelin Baltimore，Maryland，

什omSunday，July5thtoFriday，JulylOth，1998．The

Con托rencewillbeprecededbyaConfbrenceScho．01．

Scienti鮎Program

Thescientificpro■gramWillcoverallareasofzeolite

SCienceandtechnology，andwillincludebothsynthetic

andnaturalmaterials・Submissionsareencouragedin

relateda代aSOfmicroporousaれdmesoporousmaterials

researchandapplications．

F山lPaper5

Paperscanbesubmittedinanyareaofinteresttothe

ZeOlite communlty．Novelresearch on materials

Synthesisandcharacterization，StruCturedetemination，

modeling，CatalytlC aPPlications，adsorptlOn and
diffusion processes，ion－eXChange and solid state

applications，andotherareasareencouraged．

The papers willbe selected by anInternational

Scienti凸cCommitteechairedbyR．J．Corte；theywillbe

accepted fbroraland posterpresentation based on4

Page manuSCrlPtS・A bound volume ofthes6man－

uscrlPtSWillbepublishedatthetimeoftheCon托rence．

The oralpresentations willbe glVenin two，Simuト

taneous sessionsin aヰjacentrooms．Posters willbe
PreSentedin two sessions，eaChlastlng tWO days．

SpecialattentionwillbeglVentOmakesurepostersare

easilyaccessible，eaSytOlocateandthatampletimeis

allowedforviewlng・Con托renceProceedingscontain－

1ngfullpapers，dueatthetimeoftheCon托rence，Will
bepublishedinDecemberof1998．

RecentProgressReports

Space willbe reservedin each poster session for

excitlngneWreSultswhichbecauseoftjm川gCOuldnot
beincludedin the regular program・Acceptance
decisions willbe based on extended abstractsゥwhich

willbeavailableatthetimeoftheconference．
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Pre・Con飴renceSchoo10nZeolites

July2・4，1，98

Aschoolemphasizlngthesynthesisandcharacterization

OfzeoliteswiilbeheldinacollegeinthePhi】adeiphia

areabefbrethe Con托rence．Areas ofutilization（ion

exchange、detergents、adso呼tion，Catalysi5）willalsobe
discussedin a round table format with student

Partic岬ation・The schooIwillinclude a Saturday

a触noonbanquetandtrlPtOPhiladelphia・s4thofJuly

Celebratjon．TheparticIPantSWilltraveltoBa】timoreon

Sunday払rtheIZC．

ImportantDates

Mayl，1997

Augustl，1997

Janua汀15，1998

Aprill，1998

Apri115，1998

July2－5，1998

July5－12，1998

December，1998

SecondCircular，Callfbr

PaPerS・

Submittitlesofpapers

intended払roralandposter

PreSentation．

Fourpagepapersdue．

Twopageabstracts払r

RecentProgressRepo爪sdue．

FinalCircularandProgram．

Pre－ConfbrenceSummer

School．

12thIZC・Cameraready仙11

PaPerSdue．

PublicationofProceedings

FurtherIn払rmation

Pleasereturntheattachedslipifyouwanttoreceive

払turecirculars．mesecondcircularwillca11forOral

andPosterPapersandRecentProg陀SSReports，andwill

COntainiIげormation on the scientific and social

PrOgram，traVel，aCCOmmOdations，a爪dreglS打ation・For

additionalinformation connect to our website

〈http：〃www．che．udel．edu／12一IZCノ）orcontact David

OIsonviamail，Phone（215－573－4201），ねx（215－573－

2093）orEmail（dhoIson＠seas．upenn，edu）．

ExecutiveCommittee

Chair

D．H．OIson

Program

R．J．Gorte

Secretary

C．G．Coe

Treasurer

M・M・J．Treacy

CommitteeMembers：

J月・HigglnS

G．H．Kuehl

R．Lobo

Co－Chair

E．M．Flanigen

Finance

D．E．W．Vaughan

Publication

B．K．Marcus

ZeoliteSchooI

J．M．Bennett

A・Navrotsky

R・W・Thompson

J．W．Ward
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8－127587：非違元性オリゴ糖とその製造方法並び

に用途（林原生物化学研究所）

8－127625：執性に優れた熟可塑性樹脂成形品用材

料および成形品（日本石油化学）

8－127644：バインダー繊維用コポリエステル（日

本エステル）

8－127668：ミクロ多孔質体及びその製造方法（ブ

リヂストン）

8－127669：ミクロセル含浸複合体及びその製造方

法（ブリヂストン）

8－127695：熟可塑性エラストマー組成物（クレハ

エラストマー）

8－127698：

（ブリヂス

8－128003：

8－128346：

ダ）

8－128662：

8－130439：

8－130994：

工）

8－131750：

重工業）

8－131776：

高分子網状構造体及びその製造方法

トン）

道路舗装用アスファルト（コーワ）

自動車用リーンバーンエンジン（マツ

空気調和機E菱重工業）

高速表面弾性波素子（工業技術院長）

農業用マルチングフィルム（みかど化

物理吸着法用吸着ガス分離装置（三菱

窒素酸化物の接触還元方法（石油産業

活性化センター，コスモ石油，堺化学工業）

8－131778：排ガス浄化材及び排ガス浄化方法（工

業技術院長，リケン）

8－131836：

センター）

8－131837：

ダ）

8－131838：

8－132026：

8－132476：

排気ガス浄化用触媒（石油産業活性化

内燃機関の排気ガス浄化用触媒（マツ

排気ガス浄化用触媒（本田技研工業）

浄水器（三菱レイヨン）

熱可塑性樹脂管の受け口成形方法（積

水化学工業）

8－132524：熟可塑性樹脂管の受け口成形方法なら

びに熱可塑性樹脂管の受け口成形用金型（積水化

学工業）

8－132850：バス用空調装置（三菱重工業）

8－132990：自動車フロア用サイレンサーバッド

（トヨタ車体，宇部日東化成）

8－133249：シート体の装着方法及びシート体装着

装置（フジシール）

8－133703：呼吸用酸素供給装置（日本ルフト）

8－133811：マグネシア系超軽量質耐火性材料（ア

ドセラミックス研究所）

8－133860：発泡焼結体およびその製造方法（小野

田セメント）

8－133862：断熱材料およぴその製造方法（ジコヴ

ア フェアフアーレンステヒニーク フェア バ

ウシユトツフエ GMBH ウント CO KG）

8－133881：結晶薄膜の形成方法（日立製作所）

8－133884：単結晶の製造方法（ソニー）

8－133907：持続性害虫忌避性成形体及びその製造

方法（みかど化工）

8－133994：9一メチルフルオレンの製造方法（新

日鉄化学）

8－134017：α－アルコ手シカルポン酸エステルの

製造方法（三菱瓦斯化学）

8－134123：棚素化合物，その製造方法，オレフィ

ン重合用触媒及びそれを用いたオレフイン系重合

体の製造方法（出光興産）

8－134136：ポリオレフィンの修飾方法（三井東圧

化学）

8－134207：結晶性コポリアミドおよびそれを含ん

でなるポリアミド樹脂組成物（宇部興産）

8－134208：結晶性コポリアミドおよびそれを含ん

でなるポリアミド樹脂組成物（宇部興産）

8－134209：結晶性コポリアミドおよびそれを含ん

でなるポリアミド樹脂組成物（宇部興産）

8－134216：硫黄系ガス発生量の少ないポリアリー

レンスルフイドの製造方法（大日本インキ化学工

業）

8－134227：

（三菱化成）

8－134260：

8－134277：

8－134279：

達）

8－134280：

プロピレン系樹脂成形体の製造方法

結晶性合成樹脂組成物（旭電化工業）

熱可塑性樹脂組成物（三菱化成）

結晶性ポリオレフイン組成物（徳山曹

防水シート（宇部興産）
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8－134282：熟可塑性樹脂組成物（三菱化成）

8－134290：プロピレン系樹脂組成物及びその製造

方法 E菱化成）

8－134291：高透明性ポリプロピレンシート（東燃

化学）

8－134293：ポリプロピレン樹脂組成物（東燃化学）

8－134321：ガスアシスト射出成形用樹脂組成物及

び成形体の製造方法（旭化成工業）

8－134335：導電性樹脂組成物（理研ビニル工業）

8－134456：粗コークス炉ガスの覇熟回収方法（日

本鋼管）

8－134486：冷凍機油用添加剤および冷凍機油（松

下電器産業）

8－134697：電気泳動を利用した抗菌性及び防カビ

性のあるゼオライトのコーティング法（日新製鋼）

8r134720：機能性コンジユゲート繊維および防虫

性敷物（帝人）

8－134723：生分解性複合繊維（ユニチカ，地球環

境産業技術研究機構）

8－134759：

8－138244：

8－138423：

8－138451：

8－138554：

ノン）

8－138671：

産業）

8－139025：

8－139048：

不織布（チッソ）

磁気記録媒体の製造方法（花王）

燈籠（西川仙這）

絶縁電線（藤倉電線）

平板型画像表示装置の製造方法（キヤ

非水電解液二次電池用電極（松下電器

結晶性シリコンの形成方法（大阪瓦斯）

炭化ケイ素への不純物ドーピング方法

（工業技術院長，イオン工学研究所）

8－141055：

8－141362：

8－141368：

8－141369：

8－141370：

脱臭乾燥抗菌用ドライヤー（藤田佐内）

窒素酸化物の除去方法（三菱重工業）

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

低温脱硝方法（明電舎）

脱硝装置における還元剤濃度の決定方

法（明電舎）

8－141404：

8－141405：

ダ）

8－141580こ

8－141588：

8－142186：

化学工業）

8－142286：

8－143020：

脱臭触媒（松下冷機）

内燃機関の排気ガス浄化用触媒（マツ

ミネラル水中徐放製剤（松下電器産業）

合成樹脂製ろ材（オスマン工業）

結晶性樹脂管の受け口加工方法（積水

複層構造の合成紙（王子油化合成紙）

プラスチック容器（花王）

8一川3070：スローリークに対する防菌性壊合容器

（中村憲司）

8－143340：

子）

8－143401：

8－143440：

8－143448：

8－143483：

菱石油）

8－143484：

菱石油）

8－143485：

着分離法

8－143495：

複層ガラスおよびその製造方法（旭硝

白アリ防除用塗布剤（クラレケミカル）

無機塩配合化粧料（サリエンス）

沸石の微粉末の入浴剤（河野武士）

p一手シレンの製造方法及び装置（三

p一手シレンの製造方法及び装置（三

芳香族炭化水素からメタキシレンの吸

（ユーオーピー）

ジイソプロピルエーテルの製造法（コ

スモ総合研究所，コスモ石油）

8－143500：ヒドロキシアルカナールの製造方法

（日本触媒化学工業）

8－143549：活性末端芳香族アミド及びこれを用い

たエステルアミドプロツ’ク共重合体の製造方法

（東ソー）

8－143580：有機ケイ素化合物および電子供与体

（東邦チタニウム）

8－143612：低結晶性ポリマー粉体の製造方法

（出光石油化学）

8－143716：熟可塑性樹脂組成物（三菱化成）

8－143722：エアーバッグカバー材用オレフイン系

熱可塑性エラストマ一組成物（東燃化学）

8－143734：樹脂組成物（帝人）

8－143740：抗菌性熟可塑性樹脂組成物（三菱レイ

ヨン）

8－143781：熟硬化性樹脂組成物（住友ベークライ

ト）

8－143813：顔料分散剤，塗料組成物および印刷イ

ンキ組成物（ダイセル化学工業）

8－143860：

8－143894：

8－143895：

8－143896：

8－143898：

8－144131：

蓄熟体の製造方法（松下電工）

漂白洗浄剤組成物（花王）

漂白洗浄剤組成物（花王）

漂白洗浄剤組成物（花王）

漂白洗浄剤組成物（花王）

炭素繊維製造用等方性石油ピッチ（昭

和シェル石油）

8－144388：家屋の床下の調湿具（サンワプランニ

ング）

8－144749：ディーゼルエンジンの排気脱梢装置

（小松製作所）
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8－146263：光ケーブル用スロットの製造方法（宇

部日東化成）

8－148279：

8－148423：

8－148425：

－プ）

8－148426：

－プ）
8－148428：

EL素子の製造方法（日本電装）

レーザアニーリング方法（三菱電機）

半導体装置およびその製造方法（シヤ

半導体装置およびその製造方法（シヤ

半導体デバイスのレーザー処理方法

（半導体エネルギー研究所，シャープ）

8－148433：半導体結晶成長の制御方法および制御

装置（ソニー）

8－148434：MBE用セル（日本ビクター）

8－148443：不純物のイオン注入方法（工業技術院

長，イオン工学研究所）

8－148506：半導体ウェハおよび電界効果トランジ

スタ（日立電線）

8－148783：銅ペーストおよび多層配線基板の製造

方法（京セラ）

8－150164：

8－150174：

8－150316：

8－150324：

尿袋（サトー医研）

吸収性物品（花王）

ガス中の煤塵除去装置（明電舎）

窒素酸化物の接触還元方法（石油産業

活性化センター，工業技術院長，コスモ石油，堺

化学工業）

8－151037：抗菌加工段ボール箱及びその加工方法

（品ノーl燃料，浅野段ボール）

8－151083：防菌効果のある侯合容器（中村憲司）

8－151207：カーボンチューブおよびその製造方法

（三菱化成）

8－151414：スチレン系重合体の分子量制御方法

（出光興産）

8－151418：透明性押出成形体（東燃）

8－151464：高融点を有する高結晶性ナイロン製ロ

ツド（三菱レイヨン）

8－151485ニ ポリプロピレン系樹脂組成物（積水化

学工業）

8－151488ニ エチレンーα－オレフインー非共役ジ

エン共重合ゴム組成物（日本合成ゴム）

8－151515：抗菌性ポリアミド組成物，その製造方

法，及び抗菌性ポリアミド繊維の製造方法（東レ）

8－151539：防汚塗料組成物（鐘紛，カネボウ化成）

8－151574：残光性璧光体（日亜化学工業）

8－153484：イオン散乱表面分析装置（日立製作所）

8－153572：遠赤外線ヒータ（東海高熱工業）

8－153733：電界効果トランジスタ及びその製造方

法（日本電気）

8－153879：半導体装置の作製方法（半導体エネル

ギー研究所，シャープ）

8－153933：窒化ガリウム系化合物半導体レーザダ

イオード（豊田合成，新技術事業団，赤崎 勇，

天野 浩）

8－154490：

（ミニット

8－155268：

8－155269：

8－155307：

芝生カーペット，及び，その製造方法

グラス）

排ガスの浄化方法（東ソー）

排ガスの浄化方法（東ソー）

NO∬含有排ガスの浄化用触媒及び浄化

方法（東京瓦斯）

8－155385：繊維状炭素系物質によるコーティング

方法（新技術事業団）

8－155952：ポリエステル樹脂ベレットの製造法

（日本エステル）

8－156154：熱可塑性エラストマー積層体 ∈三井石

油化学工業）

8－156157：一軸延伸多層フィルム及びそれを用い

た航空クッグ（王子油化合成紙）

8－156169：抗菌性メラミン樹脂化粧板（住友ベー

クライト）

8－156211：熟成形用ポリエステルシート（鐘紡）

8－157209：新規無機層状多孔体（日本化薬）

8－157213：酸化物超電導膜及びその製造方法（超

電導発電関連機器材料技術研究組合）

8－157227：キヤビラリの製造方法およびキヤピラ

リ（ホーヤ）

8－157238：複層ガラスおよびその製造方法（日本

板硝子）

8－157261：室化アルミニウム焼結体およびその製

造方法（東芝）

8－1572糾：室化アルミニウム焼結体およびその製

造方法（東芝，東芝電子エンジニアリング）

8－157305：

8－157399：

化学）

8－157403：

化学）

8－157427：

学）

8－157428：

化学）

8－157579：

除菌剤（遠藤弘明）

芳香族炭化水素の製造方法（山陽石油

シクロヘキサノールの製造方法（三菱

メチルアミンの製造方法（三井東圧化

メチルアミン類の製造方法E井東圧

熟可塑性ポリエステル樹脂の製造方法
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（鐘紡）

8－157583：

レイヨン）

8－157624：

研究所）

8－157628：

8－157636：
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ポリエチレンナフタレート樹脂（三菱

塗装樹脂品（トヨタ自動車，豊田中央

抗菌抗力ビ性保護転写材（宅地工業）

ポリウレタンフォームの製造方法（松

下電器産業）

8－157640：結晶性合成樹脂組成物（新日本理化）

8－157660：ポリプロピレン組成物（徳山曹達）

8－157666ニ ポリスチレン系樹脂組成物及びポリス

チレン系延伸フィルム（出光石油化学）

8－157672：粉体成型用塩化ビニル系樹脂組成物

（旭電化工業）

8－157674二 熱可塑性エラストマー組成物（クレハ

エラストマー）

8－157693：エポキシ樹脂組成物（住友ベークライ

ト）

8－157697：難燃性ポリエステル樹脂組成物（三菱

レイヨン）

8－157711：ポリアミド樹脂組成物（鐘紡）

8－157740：チタニルフタロシアニンおよびこれを

用いる電子写真感光体（大日本インキ化学工業）

8－157811：

8－157875：

8－157880：

8－157894：

蓄熱素子（松下電工）

漂白洗浄剤組成物（花王）

漂白洗剤組成物（ライオン）

界面活性剤粉体の製造方法およびそれ

を用いた粒状洗剤組成物の製造方法（ライオン）

8－157895：界面活性剤粉体の製造方法およぴそれ

を用いた粒状洗剤組成物の製造方法（ライオン）

8－158051：硬質炭素膜（京セラ）

8－159975：洗剤または洗剤原料中のアルミノ珪酸

塩およびリン酸塩の分析方法（プロクター アン

ド ギャンブル CO：ザ）

8－161965：抗菌性機能を有するキートップ及びそ

の製造方法（新東工業）

8－162098：

8－162116：

（徳山曹達）

8－162682：

製作所）

8－162881：

非水系二次電池（シャープ）

電極用充填材料及び電池用正極漬物質

超電導素子およびその製造方法（日立

薄膜表面弾性波フィルタ，及びその製

造方法（三菱電機）

8－163950：害虫防除用樹脂ネット（東京インキ）

8－164319：除湿素子（オプテックデイデイ メル

コ ラボラトリー 第一電工，三菱電機）

8－164326：窒素酸化物の除去方法（東ソー）

8－164338：内燃機関の排気ガス浄化用触媒（マツ

ダ）

8－164393：抗水中微生物用樹脂組成物（鐘紡，カ

ネボウ化成）

8－164986：

8－165104：

8－165109：

（東ソー）

8－165110：

生ものの鮮度保持法（菱田 巌）

高純度酸素ガスの分離法（鐘紡）

結晶性リン酸スズおよびその製造方法

層状リン酸スズ化合物およびその製造

方法（東ソー）

8－165141：タイル用粕薬（イナツクス）

8－165208：防菌，防カビ，防臭用噴霧剤（新東工

業）

8－165312：結晶性ポリプロピレン（東燃）

8－165313：ビニルフェノール系重合体の金属除去

法（丸善石油化学）

8－165338：共重合ポリエステル（日本エステル）

8－165359：パール調フィルム（東京インキ）

8－165364：抗菌性熟硬化性樹脂化粧板の製造方法

（アイカ工業）

8－165381：親水性樹脂成形体（三菱化成）

8－165383：延伸用ポリプロピレン樹脂組成物の製

造方法（三井東庄化学）

8－165387：

8－165466：

メント）

8－165920：

8－166681：

友爾）

8－167412：

ガラス繊維強化樹脂組成物（東燃化学）

地盤改良用固化材組成物（住友大阪七

排気ガス浄化装置（日本電装）

再生の出来るノート紙と複写紙（田中

被覆酸化スズファイバーおよびそれか

らなる電極漬物質（徳山曹達）

8－167516：R－Fe－B系永久磁石材料の製造方法

（住友特殊金属）

8－167572：半導体装置作製方法および結晶成長促

進剤（半導体エネルギー研究所）

8－167573：Siベース半導体結晶基板及びその製

造方法（日本電気）

8－167598：シリコンを主成分とする材料の異方性

エッチング方法（半導体エネルギー研究所）

8－167734：光電子材料の製造方法並びにその製造

装置，及びその光電子材料を用いた発光素子（松

下電器産業）

8－167744：超電導ペーストランジスタ及びその製
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遠方法（沖電気工業）

8－168507：

8－168649：

8－168650：

ケン）

8－168754：

8－169097：

Vol．13 No．4（1996） 165

血液凝固剤処理（田中友繭）

脱臭装置（松下電器産業）

排ガス浄化材及び排ガス浄化方法（リ

し尿含有汚水の防臭剤（三菱金属）

熱可塑性樹脂フィルムの製造方法（ダ

イアホイルへキスト）

8－169707：吸着剤用被活性物の活性化方法（平洋

商事，尾藤岩男，タムラック）

8－169734：

メント）

8－169736：

8－169813：

8－169864：

学）

8－169924：

製造方法

8－169960二

8－169981：

8－169992：

急硬性クリンカー組成物（住友大阪セ

セメント組成物（住友大阪セメント）

歯磨組成物（花王）

メチルアミンの製造方法（三井東圧化

プロピレンブロック共重合体及びその

（宇部興産）

ポリプロピレン成形体（徳山酉達）

抗菌性樹脂組成物（鐘紡，萩原技研）

易開封性樹脂組成物及びそれを用いた

包装体（凸版印刷）

8－169995：ポリプロピレン組成物（三井東庄化学）

8－け0079：ネマチック液晶組成物及びこれを用い

た液晶表示装置（大日本インキ化学工業）

8－170095：

8－170408：

8－170523：

合研究所）

8－171030：

非イオン性粉末洗浄剤組成物（花王）

防水シート（宇部興産）

排気ガス浄化装置（日本自動車部品総

光コネクタ用フェルールとその製造方

法（日本電信電話）

8－171196：ハーフトーン型位相シフトマスクとそ

のマスクブランク及びハーフトーン型位相シフト

マスクの製造方法（凸版印刷）

8－171744：光記録媒体用スタンバー原盤の製造方

法（キャノン）

8－171990：薄膜エレクトロルミネッセンス素子

（リコー）

8－172001：PTC素子及びこれを用いた保護回路，

回路基板（ソニーケミカル）

8－172050：レーザー光の照射装置およびレーザー

光の照射方法（半導体エネルギー研究所）

8－172056：化合物半導体層の成長方法（三菱電機）

8－172196：薄膜トランジスタ及びその製造方法

（半導体エネルギー研究所）

8－172201：薄膜の製造方法および薄膜トランジス

タ（松下電器産業）

8－173108：発酵体（太田敏行）

8－173201：スキー靴のフイツティング材及びこれ

を用いたインナーブーツ（ダイワ精工）

8－173474：ナプキン用の抗菌性インナー（佐藤保

郎）

8－173512：脱臭素子（シャープ）

8－173514二 脱臭剤及び脱臭装置（産業振興）

8－173517：空気清浄化滅菌装置（丸善クリエイト，

ユーシソエンジニアリング）

8－173746：圧力変動吸着分離方法（日本酸素）

8－173748：不活性ガスの精製方法および装置（日

本バイオニクス）

8－173754：

8－173761二

8－173767：

8－173799：

（東ソー）

8－173808：

石油）

8－173815：

8－173816：

脱臭剤（日本化学工業）

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

排ガス浄化方法（パブコック日立）

乾燥剤，その製造方法及びその用途

水素化脱硫用ガード触媒（昭和シェル

排ガス浄化用触媒（トヨタ自動車）

炭化水素の流動接触分解用触媒組成物

および該組成物の製造方法（触媒化成工業）

8－173817：コークス付着物を含んだ炭化水素クラ

ッキング触媒を再生する方法（ビー オー シー

グループ INC：ザ）

8－173818：改善された再生性を有するゼオライト

触媒（へキスト AG）

8－173956：水質改善用セラミックス成形体（中央

カオリン，蛙沢賢一）

8－174665：ポリプロピレンインフレーションフィ

ルム（三井東庄化学）

8－174667：結晶性合成樹脂管の受け口構造ならび

に受け口加工方法（積水化学工業）

8－174746：透明導電性フィルム（住友ベークライ

ト）

8－175817：カルシウムアルミネート水和物および

これを用いた水酸化アルミニウムの製造方法（住

友化学工業）

8－175830：模様入り着色結晶化ガラス物品の製造

方法（日本電気硝子）

8－175831：模様入り着色結晶化ガラス物品の製造

方法（日本電気硝子）

8－175869：ガラスーセラミック焼結体およびその
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製造方法（京セラ）

8－176020ニ オレフイン類の骨格異性化（ビー ピ

ー

CHEM INTERN LTD）

8－176025：バラジアルキルベンゼンの製造法（住

友化学工業）

8－176026：バラジアル手ルベンゼンの製造方法

（住友化学工業）

8－176040：シクロアルカノールの製造方法（三菱

化成）

8－176041：シクロアルカノールの製造方法（三菱

化成）

8－け6058：芳香族ケトンの製造方法（シー ユー

ヒエミー ウエティコン AG）

8－176174：アンチモン及び錫を含有する化合物及

びその製造方法（インチベツプ SA，ウニベル

シダ シモン ポリバール）

8－176221：オレフイン重合体の製造方法（東ソー）

8－176222：オレフイン重合触媒およびオレフイン

重合体の製造方法（東ソー）

8－178228：

8－176229：

8－176230：

8－176231：

8－176232：

8－176310：

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリエステル球状粒子粉末の製

造方法（韓国科学技術研究所）

8－176329：空洞含有ポリエステル系樹脂フィルム

またはシート（東洋紡績）

8－176330：空洞含有ポリエステル系樹脂フィルム

またはシート（東洋紡績）

8－176338：消臭性樹脂組成物およびその製法（ユ

ニ チャーム，三洋化成工業）

8－176340：熟可塑性樹脂組成物（昭和電工）

8－176363：ポリオレフイン系樹脂組成物（グンゼ）

8－176366：ポリプロピレン樹脂組成物及びポリプ

ロピレン延伸フィルム（徳山曹達）

8－176369：ポリプロピレン繊維（三井東圧化学）

8－176381：熱可塑性樹脂組成物（住化エイビーエ

ス ラテックス）

8－176390：熱可塑性樹脂組成物（大日本インキ化

学工業）

8一け6393：ポリプロピレン複合組成物（旭化成工

業，トヨタ自動車）

8－176560：軽油の水素化脱硫方法（石油産業活性

化センター，コスモ石油）

8－176593：繊維製品上に付着する無機系付着物を

減少させる方法およびこの方法で使用する洗剤

（セレスクール ホルデイング BV）

8－176805：薄膜形成方法（ミノルタカメラ）

8－177558：内燃機関の燃料供給制御装置（日産自

動車）

8－178207：ボイラの給水経路の保護皮膜形成方法

（エナジーサポート）

8－178461：吸着式冷凍機の制御方法（デーゼル機

器）

8－178908：周期の脱同期化による隙間容積の補正

がされた模擬移動柏でのクロマトグラフィーによ

る分離方法（アンスチ．フランセ デユ ペトロ

ール，セバレツクス）

8－179544：静電写真複写用透明成分（ローヌ プ

ーラン フィルム）

8－180748：

8－181077：

成長方法

8－181177：

体）

8－181325：

透明電極（住友ベークライト）

室化物系Ⅲ一Ⅴ族化合物半導体結晶の

（日本電気）

パターンシフトの測定方法（信越半導

半導体素子の製造方法および表示装置

用基板の製造方法（シャープ）

8－181353：

8－183611：

－）
8－183962：

処理方法

8－187429：

器産業）

8－188414：

半導体発光素子（京セラ）

MFl型ゼオライトの製造方法（東ソ

炭化水素油中の芳香族化合物の水素化

（コスモ総合研究所，コスモ石油）

吸着材とこれを用いた吸着体（松下電

高耐熱性フェリエライト型ゼオライト

およびその製造方法（東ソー）

8－188555：メタクリル酸メチルの製造方法（三菱

瓦斯化学）

8－188575：メタクリル酸グリシジルの製造方法

（三菱瓦斯化学）

8－188614：

8－188615：

8－188618：

8－188617：

8－188716：

カタ）

8－192030：

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリプロピレン（東燃）

結晶性ポリプロピレン（東燃）

ゼオライト／樹脂複合材料（東北ムネ

内燃機関の排気ガス中に含まれる炭化

水素，酸素含有有機化合物，一酸化炭素および窒

素酸化物を同時に減少させる方法および触媒（デ
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グツサ AG）

8－192050：自動車排気浄化装置および浄化方法

（新エイシーイー，三井金属鉱業）

8－192056：脱硝方法（明電舎）

8－193003：結晶性抗菌性組成物（萩原技研，日本

電子材料）

8－193057：メチルアミン類の製造方法（三井東圧

化学）

8－196850：吸着によりガス混合物から窒素を分離

するための方法（レール リキード SA プー

ル レテエード エ レクスプロワタシオン デ

プロセデ ジヨルジュ クロード）

8－196869：排ガス浄化用触媒（豊田中央研究所，

トヨタ自動車）

8－196909：パラフィンの転化触媒及びその製造方

法（インチベツプ SA）

8－196910：ゼオライト再生触媒（三菱化成）

8－198618：耐熱性改質ゼオライト（本田技研工業）

8－198781：アル手ルベンゼンの製造方法（三井東

庄化学）

8－198808：アリールカルポン酸エステルの製造方

法およびそれに用いる触媒（日本触媒化学工業）

8－204208：結晶性シリコン半導体装置の製造方法

（半導体エネルギー研究所）

8－206186：脱臭剤およびこれを用いた脱臭装置

（岡田技研，山陽テクノ）

8－20（；458：

8－206493：

8－206494：

8－206495：

8－206507：

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

乾燥剤及びその用途（東ソー）

乾燥剤，及び乾燥剤の用途（東ソー）

乾燥剤，並びにその用途（東ソー）

terトブタノールの高転換率多段エー

テル化のための触媒（テキサコ DEV CORP）

8－208220：酸化マンガン八面体モレキュラーシー

プの製造方法（テキサコ DEV CORP）

8－208221：（4×4）トンネル構造を有する八面体

モレキュラーシーブおよびその製造方法（テキサ

コ DEV

8－208222：

（島根県，

8－208232：

CORP）

廓結化ゼオライト及びその製造方法

大田光弘，田代忠一）

八面体構造を有する酸化マンガン物質

のゾルーゲル法合成（テキサコ DEV CORP）

8－208321：炭化水素の燃焼効率を高めるセラミッ

クの製造法（佐藤一男，東北板金塗装工業）

8－208393：×型ゼオライト単結晶の製造方法（工

業技術院長）

8－208533：シクロペンタジエン顆の製造方法（日

本石油化学）

8－208535：アルキルベンゼンの製造方法（三井東

圧化学）

8－208¢36：結晶性パクリタキセル水和物（ブリス

トルーマイヤーズ スクイブ CO）

8－208662：新規な結晶性セフ工ム酸付加塩および

その調製方法（へキスト AG）

8－208679：結晶性スクラロースー6－エステルの中

間体単離を伴わないスクラロースの産生（マクニ

ール ピー ピー シーINC）

8－215542：窒素酸化物の除去方法（東ソー）

8－215544：ディーゼルエンジンの窒素酸化物除去

方法（三菱重工業）

8－215561：排気ガス浄化用HC吸着剤（マツダ）

8－215565：オレフインのメタセシス反応触媒（豊

田中央研究所）

8－215574：排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

8－215575：NO∬含有排ガス浄化用触媒及びその浄

化方法（東京瓦斯）

8－215673：水浄化剤およびそれを備えた浄化器

（日本電池）

8－217562：

8－217712：

8－220034：

三菱電機）

8－224447：

8－224449：

建築物材料（東北ムネカタ）

フェノールの製造方法（宇部興産）

吸着剤の吸水状態検知装置（中郡電力，

窒素酸化物の除去方法（東ソー）

大気汚染防止用の合体された触媒と炭

化水素トラップ（ジョンソン マシー PLC）

8－224464：添着体，脱臭剤，添着体の製法，及び

複合臭気成分の脱臭方法（東急車両製造）

8－224465：水浄化剤およびそれを備えた浄化器

（日本電池）

8－224466：排気ガス浄化用HC吸着剤およびその

製造方法（マツダ）

8－225469：シクロペンタジ工ン類の製造法（日本

石油化学）

8－225498：ジメチルアミンの製法（日東化学工業）

8－225556：チタンシリカライトにより触媒される

改良エポキシ化法（アルコ CHEM テクノロジ

ー

LP）
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CARBON MON（はIDE AIR FILTER

Inventors：Benda Geor9e 川S）；Fleck椚chael（US〉
Assう9nee：Chelsea Group Ltd

Patent〈No，Date）；AppljcくNo，Date〉：US5564065 961008 US 374891950119

INTEGRATED PROCESS FOR THE S川ULTANEOUS PRODUCTION OF ALKYL TERトBUTYL
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Assう9nee：Enうchem SpAIT；Snam Pro9ettj SPAIT Assj9nee Code：0708518550
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A METHOD FOR MANUFACTURING AN ANTIBACTERIAL CHOPP川G BOARD

Inventors：Wa七anabe Tadao くJP〉
Ass寸9nee：Dajkyo Co LtdJP A＄Sj9nee Code：31106

Patent〈No，Date〉；Appljc（No，Date）：US 5562872 961008 US406050 950317

USE OF ALUMINOSILICATES OF THE ZEOLITE P TYPE AS LOW TEMPERATURE CALCIUM

BINDERS
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Assう9nee：Unう1eve「Paten七 Holdうn9S B V NL Assう9nee Code：17055
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Patent（No，Date〉；Applうc（No，Date〉：US 556081了 961001US 315634 940938

PRODUCTION OF PHENOL FROM A HYDROCARBON FEEDSTOCK

Inventors：HammermチnJohnI（US〉；PujadoPete「R（US）
Assう9nee：UOP Ass19nee Code：20295

Patent〈No，Date）；AppljcくNo，Date〉：US5559274 960924 US427783 950425

AGRICULTURALLY ACTIVE COMPOSITION COMPRISING POLYHYDROXY AC柑 AMIDE

ADJUVANT

Inventors：Garst Ro9er H 〈US）
Assう9nee：HenkelCorp Assう9nee Code：03586

Patent（No，Date）；ApplうcくNo，Date〉：US5559078 960924 US 348554 941201

MODIFIED MICROSPHERE FCC CATALYSTS AND MANUFACTURE THEREOF

Inventors：Lerner Bruce A（US〉；Madon RostamJ（US）；StockwellDavうd M〈US）
Assj9nee：En9elhard Corp Assj9nee Code：07910

Patent〈No，Date）；Appljc〈No，Date）：US5559067 960924 US414071950331
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PREPARATION OF ALUMINOSILICATE ZEOLITES
Inventors：Mjller Stephen」（US）
Assう9nee：Chev「on USAInc Assj9nee Code：14764

Patent（No，Date）；Applうc（No，Date〉：US5558851960924 US 309216 940920

CATALYST R亡GENERATION PROCEDURE USING NET GAS EQUIPMENT

Inventors：RessICharles T（US）
Assう9nee：UOP Assう9nee eOde：20295

Patent〈No，Date）；Applうc〈No，Date〉：US5558767 960924 US 365669 941229

HYDROCRACKING 8F FEEDSTOCKS AND CATALYST THEREFOR

Inventors：Galうasso Robert T 〈VE〉；Prada Rjcardo 〈VE〉；Reyes Edjto 〈VE）；
Rodrう9ueZ Edjlberto（VE）；Romero Yjlda 〈VE）

Assj9nee：Intevep S A VE Assう9nee Code：11044

Patent〈No，Date〉；Applうc〈No，Oate〉：US5558766 960924 US 328033 941024

謙トGELCOMPOSITIONFORPRODUCINGGLASSYCOATINGS
Inventors：PatelBjpln C M くGB）
Assう9nee：Brうtうsh Technolo9y Group Ltd GB Assう9nee

Patent（No，Date〉；Appljc（No，Da七e〉二US5558701960924

PROCESS FOR REJECTING HEAVY HYDROCARB8NS FROM LIGHT

Inventors：MarkovsJohn（US）；Yon Carmen M 〈US）

Code：30249

US 448483 950725

HYDROCARBONS GASES

Assj9nee：UOP Assj9nee Code：20295

Patent（No，Date〉；Applうc川0，Date〉：US5557030 960917 US409114 950323

ISOMERIZATION OF SATURATED HYDROCARBONS

Inventors：E9e Stephen L（US〉；Lessard Thomas A（US）；Lうn Fan－Nan（US〉；
Su咽Nak」（US）

Assう9nee：Phjlljps Petroleum Co As＄う9nee Code：65688

Patent（No，Date）；Applうc（No，Date）：US5557029 96¢917 US 523978 950906

PROCESS FOR PREPAR川G SHORT CHAIN ALKYL AROMATIC COMPOUNDS
Invento「s：Che昭Jane C 川S〉；Fun9Anthony D（US）；Klocke Donald」（US〉；
Lawton Stephen L（US〉；Ljssy Darja N 川S〉；Roth WうeslawJ〈US〉；Smjth C

Mor、「うs 〈US）；Walsh Dennjs E 〈US〉

発Sう9nee：MobjlOう1Co「P
Assj9nee Code：56432

tent（No，Date）；Appljc（No，Date〉：US 5557024 960917 US 452919 950530

METHOD OF MAKING A FLAME ARRESTING AND CONTAM川ANT－ABSORBING FILTER

APPARATUS

Inventors：Bar－Ilan Amうram 川S）
Assj9nee：Prototech Co

Patent（No，Date）；Applうc〈No，Date〉：US5556819 960917 US425684 950420

ANTIBIOTIC ZEOLITトCONTAINING FILM
Inventors：Nう汁a Reりj deceased（」P〉；Uchうda Masashう 〈」P）；Yamamoto Tatuo
（JP）

Assう9nee：Shうnanen New Ceramjc CorpJP；Shう帽aWa FuelCo LtdJP

Assう9nee Code：22700

Patent川0，Date）；Applうc〈No，Date）：US5556699 960917 US461165 950605

ANTIBACTERIAL ELECTRET MATERIAL

Invento「s：Ando Katsutoshう 〈」P）；Kondou Goro（」P〉；Takahashj Masanorう 〈」P）
Assj9nee：To「ayIndust「うesIncJP Assj9nee Code：85117

Patent（No，Date〉；Applうc（No，Date〉：US5556618 960917 USlO8644 931221
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DEVICE AND PROCESS FOR HEAT川G A PASSENGER COMPARTMENT OF A MOTOR VEHICLE

Inventors：Kheljfa Noureddうne（DE〉
Assう9nee：Behr GmbH＆ Co DE Assj9nee Code：28098

Patent（No，Date〉；ApplうcくNo，Date）：US5556028 960917 US 420786 950412

THERMOSETTING CASTABLE AND CURABLE POLYUR【THANトUI柁A POLYMERS HAV川G

IMPROVED FLOW ANt）END－WASTE CHA只ACTERISTICS FORINSULATING THERMAL BARRIERS

Inventors：Freeland Gerard S 川S）
Assう8nee：Azon USAInc Assう9nee Code：28651

PatentくNo，Date〉；Applうc（No．Date〉：US5554713 960910 US 369701950106

METHOD OF MAK川G ESSENTIALLY SILICIC ZEOLITE BETA

Inventors：Saxton RobertJ川S）；ZajacekJohn G 〈US）
Assj9nee：Arco ChemjcalTechno】09yInc Assj9nee Code：20082

Patent（No，Date〉；Applうc川0，Date）：US 5554356 960910 US 473394 950607

MEMBRANE FOR LIQUID MIXTURE SEPARATION

Inven七0rS：Kjta Hうdetoshう 〈JP〉；Kondo Masakazu（」P〉；Matsuo Yasuo 〈」P〉；
Mうyake Norjkaヱu 〈JP）；Okamoto Kenjchう くJP〉

Assう9nee：Mうtsuj En9jneerうn9＆Shうpbuう1dうn9Co LtdJP Assう9nee Code：56351

Patent〈No，Date）；Applうc〈No，Date〉：US555ヰ286 960910 US 493538 950622

ENHANCED GAS SEPARATIONS AND ZEOLITE COMPOSITIONS THEREFOR

Inventors：MullhauptJoseph T 川S〉；Stephenson Paula C 〈US〉
Assう9nee：Praxaj「Technolo9yInc Assう9nee Code：29423

Patent〈No，Date〉；Applうc（No，Date）：US55542D8 960910 US 511847 950807

CATALYST MODIFICATION FOR SHAPE SELECTIVE HYDROCARBON CONVERSIONS

Inventors：La90RudoIph H 川S）；Marler Davうd O 〈US）；McCullen Sharon B 川S）

；01son Davうd H 〈US）
Assう9nee：Mobう10jlCorp Assj9nee Code：56432

PatentくNo．Date）；Applうc（No，Date〉：US5552357 960903 US 294801940825

CATALYTIC SYSTEM FOR THE REDUCTION OF NITROGEN OXIDES

Inven七ors：Farnos Marja D 川S〉；McWう11jamsJohn P 〈US〉
Assう9nee：MobjlOう1Co「p Assj9nee Code：56432

Paten七川0，Date〉；Applうc（No，Date〉：US5552129 980903 US 271686 940707

ALKYLATED DIPHENYL ETHER LUBRICANTS

Inventor8：Kremer Ro8S A 〈US）；Law Derek A 〈US）；Rudnうck Leslうe R 川S〉
Assう9nee：Mobう10う1Corp Assj9nee Code：56432

Patent〈No，Date）；Appljc〈No，Date）：US5552071960903 US 311829 940923

PHOTOF川ISHING EFFLUENT PURIFY川G PROCESS AND APPARATUS

Inventors：Arato Geor9eJ（CA〉
Assj9nee：Londo〔Dru9S Ltd CA

Paten七（No，Date）；Applうc（No，Date）：US5552055 960903 US 305309 940915

ZEOLITE AGGREGATES AND CATALYSTS

Inventors：Bortうn9erÅrje 〈US）；Cross Vjr9jnja梓 川S〉；Djenes Edward K（US）

；KaoJa卜Lうn 川S）；Potter MarkJ（US）；Rう1ey Robe「t E（US〉；Tun9ate
Freddje L 川S〉；Vanderspurt Thomas H（US）

Assう9nee：Exxon Research and E咽うneerうn9Co Assj9nee Code：28200

Patent（No，Date）；Appljc〈No，Date〉：US 5552035 980903 US 2了1324 948706
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INTEG溌ATED PROCESS FOR 川CREASING C6 TO C8 AROMATICS CONTENT 川 REFORMATE

PREPARED FROM C9＋ AROMATICS－CONTA川川G FEEO

Inventors：Shjh Stuart S（US）
Assj9nee：Mobj18jlCorp Assj9nee Code：56432

Patent（No，Date）；Applうc川0，Date〉：US5552033 960903 US 347732 941201

PRODUCTION OF ULTRAHIGH PURITY NITROGEN

Invento「s：Jaうn Ravう 〈US〉
A5Sj9nee：BOC GroupInc The Ass†9nee Code：10093

PatentくNo，Date〉；Appljc（No，Date〉：uS5551257 960903 US955180 921081
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編集後記
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昨年の11月に科学技術基本法が制定され，これを受けて今年の7月には科学技術基本計画が閣議決定さ

れた。これらについての意見が多くの新聞に寄稿されたり，ある雑誌ではこれに纏わる特集も組まれた

ので，基本法および基本計画に興味を持った方々も多いと思われる。また，紙上に現れた意見を見る限

りにおいては，批判的なものは皆無ではないものの，基本法および基本計画は概ね好意的に受け止めら

れ，科学技術にまた追い風が吹き始めるのかなとの期待がもたれているように見える。このような雰囲

気に水を差すようで悪いが，いくつか疑問点があるので述べてみたい。

1．「平成8年度から12年度までの科学技術関係経費の総額規模を約17兆円とする」とうたわれてい

るが，大規模な赤字国債を抱え国家経済の再建が叫ばれている折り，何処に財源を求めるのか。

2．「活力ある若手研究者，研究支援者の養成・確保」すなわち「ボスドク1万人支援計画」や「研究

支援者数を，国研で研究者1人当たり1人，国立大学で研究者2人に1人に拡充」がうたわれているが，

現在進行中の国家公務員数の削減や行革の方向と全く反対である。

3．「データーベースの整備」や計量標準を始めとする「知的基盤の整備」が叫ばれている一方で，「任

期付き任用の導入」や提案公募型の「競争型資金の拡充」が強調されている。前の2つはじっくりと息

長く腰を落ち着けてこそ実りある成果となるものであることを考えると，これらは後の2つとは大いに

反する。

「」付きで記したことは，いずれも基本計画の骨子となっているものであるが，これらのいくつかは

それ自体に大きな問題を抱えていると同時に，これらの問に大きな矛盾がある。短兵急に成果を云々す

る我が国の風潮を考えると，5年後にこれらの問題点・矛盾点が何十倍にも膨れ上がり，科学技術への

大きな落胆・失望となって現れないか心配である。 （F．M．）
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